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関
西
の
Ｏ
市
に
端
を
発
し
た
自
治
体

の
職
員
厚
遇
問
題
に
関
し
て
、「
杉
並
区

は
ど
う
で
す
か
」
と
い
う
質
問
を
よ
く

受
け
ま
す
。

　

報
道
に
よ
る
と
、
Ｏ
市
で
は
長
年
全

職
員
に
ス
ー
ツ
や
革
靴
を
支
給
し
、

職
員
の
互
助
組
合
に
対
し
て
も
職

員
の
掛
け
金
の
３
、
４
倍
も
の
公
金

補
助
を
行
い
、
実
質
的
な
ヤ
ミ
給
与

で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
す
。

　

ま
ず
杉
並
区
で
は
、
給
食
調
理
員

な
ど
の
作
業
着
を
除
き
ス
ー
ツ
な
ど
の

支
給
は
一
切
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
ま

た
人
間
ド
ッ
ク
や
自
己
啓
発
事
業
な
ど

職
員
の
福
利
厚
生
事
業
を
担
う
互
助
会

に
対
し
て
は
、
職
員
の
掛
け
金
と
同
額

の
一
人
あ
た
り
年
約
２
万
９
千
円
の
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
額
は
日
本
経
団
連
の
調
査
に
よ

る
と
、
民
間
会
社
が
行
っ
て
い
る
福
利

厚
生
事
業
で
の
会
社
負
担
分
と
ほ
ぼ
同

額
の
水
準
と
は
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今

年
は
区
の
補
助
分
を
さ
ら
に
２
割
カ
ッ

ト
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
れ
ま
で
日
本
は
「
企
業
一

家
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
経
営
風
土
の

中
で
、
社
員
の
福
利
厚
生
に
対
し
て
も

会
社
が
大
き
な
負
担
を
し
て
き
ま
し

た
。
役
所
も
同
じ
風
土
に
あ
り
、
し
か

も
バ
ブ
ル
時
代
は
民
間
会
社
と
同
じ
よ

う
に
職
員
へ
の
福
利
厚
生
事
業
へ
の
補

助
を
増
加
さ
せ
な
が
ら
、
バ
ブ
ル
崩
壊

後
も
見
直
す
こ
と
を
怠
っ
た
結
果
、
Ｏ

市
の
よ
う
な
問
題
と
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。

　

し
か
し
今
や
「
企
業
一
家
」
と
い
う

時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
杉
並
区

と
し
て
は
、「
個
人
」
の
時
代
に
合
っ
た

職
場
風
土
に
改
め
て
い
く
中
で
、
互
助

会
へ
の
補
助
は
全
廃
も
含
め
検
討
し
て

い
く
つ
も
り
で
す
。

　

自
治
体
の
み
な
ら
ず
、
最
近
大
き

な
企
業
の
不
祥
事
が
相
次
い
で
い
ま

す
が
、「
う
ち
は
つ
ぶ
れ
な
い
」
と
い

う
意
識
が
知
ら
ず
知
ら
ず
に
そ
の
組

織
を
腐
ら
せ
て
い
く
と
い
う
こ
と
を

自
戒
す
べ
き
で
す
。

　

そ
ん
な
な
か
３
月
の
区
議
会
で
、

職
員
待
遇
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
公
表

を
義
務
づ
け
る
条
例
が
成
立
し
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
も
区
政
経
営
の
透
明
度

を
一
層
高
め
て
い
く
よ
う
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

杉
並
区
は
ど
う
か

杉
並
区
長

◇
持
参
す
る
も
の

　

生
年
月
日
、
現
住
所
の
確
認

の
た
め
、
母
子
手
帳
と
健
康
保

険
証
（
他
の
住
所
が
確
認
で
き

る
も
の
で
も
可
）
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
母
子
手
帳
の
余
白

に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
配
布
済
み
の
ス

タ
ン
プ
を
押
し
ま
す
。

※
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
色
は
四
色

（
ブ
ル
ー
、ラ
イ
ト
ブ
ル
ー
、

ピ
ン
ク
、
オ
レ
ン
ジ
）
で
す

が
、数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、

希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

◇
今
後
の
取
り
組
み

　

今
後
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
低

廉
に
購
入
で
き
る
あ
っ
せ
ん
制

度
な
ど
の
普
及
策
を
、
モ
ニ
タ

ー
調
査
の
結
果
を
ふ
ま
え
つ

つ
、
区
内
の
企
業
・
団
体
な
ど

の
協
力
を
得
て
早
急
に
つ
く
り

ま
す
。

　

区
で
は
、
最
も
自
転
車
の
転

倒
事
故
が
多
く
危
険
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
２
歳
児
の
安
全
確

保
を
早
急
に
図
る
こ
と
と
、
幼

児
用
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
普

及
に
向
け
た
基
礎
資
料
を
得
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
２
歳
児

の
希
望
者
す
べ
て
に
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
無
償
で
配
布
し
て
、
モ
ニ

タ
ー
調
査
を
行
い
ま
す
。

◇
モ
ニ
タ
ー
の
対
象
者

　
　

年
４
月
１
日
現
在
で
満
年

１７
齢
２
歳
児
（　

年
４
月
２
日
〜

１４

　

年
４
月
１
日
ま
で
に
出
生
）

１５で
す
。

　

保
護
者
の
方
に
は
簡
単
な
申

請
書
と
ア
ン
ケ
ー
ト
の
記
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

◇
配
布
場
所

　

区
立
お
よ
び
私
立
保
育
園
、

認
証
保
育
所
、
グ
ル
ー
プ
保
育

室
に
在
園
の
対
象
者
に
は
、
各

施
設
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
。

　

そ
れ
以
外
の
対
象
者
に
は
、

交
通
対
策
課
（
区
役
所
西
棟
五

階
）、
区
民
事
務
所
（
荻
窪
・
高

井
戸
を
除
く
）・
分
室
、
駅
前
事

務
所
、児
童
館
で
配
布
し
ま
す
。

　

ま
た
、
５
月
以
降
に
各
保
健

セ
ン
タ
ー
の
３
歳
児
健
診
の
会

場
で
も
配
布
し
ま
す
。

◇
配
布
時
期

▽
交
通
対
策
課
＝
４
月
１
日 

か
ら

▽
区
民
事
務
所
な
ど
＝
４
月　
１１

日 

〜　

日 
３０

▽
児
童
館
＝
４
月　

日 

〜　

１２

３０

日 
　

施
設
に
よ
っ
て
開
館
日
、
開

館
時
間
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

「
す
ぎ
な
み
く
ら
し
の
ガ
イ

ド
」（
わ
た
し
の
便
利
帳
）
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
各
施
設
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（金）

（月）

（土）

（火）

（土）

幼
児
用
座
席
使
用
時
の
自
転
車
の
転
倒
な
ど
に
よ
る
子
ど
も
の
ケ
ガ
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
特
に
、
頭
部
の
ケ
ガ
が
三
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
自
転
車
の
転
倒

事
故
か
ら
我
が
子
を
守
る
に
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
有
効
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
交
通
対
策
課
へ
。

　

年
度
の
学
校
給
食 

１７調
理
業
務
委
託
校

　

教
育
委
員
会
で
は
、
行
財

政
改
革
の
一
環
と
し
て
、　
１３

年
９
月
か
ら
学
校
給
食
調
理

業
務
の
民
間
委
託
を
進
め
、

こ
れ
ま
で
に
小
学
校
一
〇

校
、
中
学
校
九
校
の
計
一
九

校
で
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
新
た
に
小
学

校
二
校
（
杉
並
第
四
小
、
和

泉
小
）、
中
学
校
二
校
（
杉
森

中
、
和
泉
中
）
を
加
え
た
二

三
校
で
実
施
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
区
立
小
中
学
校
全

体
の
約
三
分
の
一
が
委
託
と

な
り
ま
す
。

民
間
委
託
の
主
な
成
果

◇　

年
度
の
経
費
削
減
効
果

１５

　

委
託
を
実
施
し
な
か
っ
た

と
仮
定
し
た
場
合
の
人
件
費

（　

年
度
の
決
算
値
に
よ
る

１５
一
校
あ
た
り
平
均
人
件
費
×

実
施
校
数
）
と
委
託
経
費
を

比
較
し
、
節
減
額
を
算
出
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
四

校
で
約
一
億
九
一
〇
〇
万
円

（
一
校
あ
た
り
約
一
三
六
〇

万
円
）
の
経
費
を
節
減
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
う

し
た
効
果
の
一
部
は
、
教
育

の
そ
の
他
の
施
策
の
充
実
に

役
立
て
て
い
き
ま
す
。

◇
そ
の
他

　

一
回
に
使
用
で
き
る
食
器

の
点
数
増
加
、
は
し
と
ス
プ

ー
ン
な
ど
の
併
用
が
可
能
に

な
っ
た
こ
と
や
多
様
化
給
食

の
回
数
が
増
え
た
こ
と
で
、

児
童
・
生
徒
か
ら
好
評
を
得

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
委
託
実
施
校
ご
と

に
、学
校
関
係
者
や
保
護
者
、

受
託
会
社
の
代
表
な
ど
で
組

織
す
る
「
学
校
給
食
運
営
協

議
会
」
を
設
置
し
て
、
そ
の

時
々
の
課
題
を
協
議
し
、
相

互
の
信
頼
と
開
か
れ
た
学
校

給
食
の
確
保
に
努
め
て
い
ま

す
。　
　

今
後
も
、
よ
り
安
全
で
お

い
し
く
楽
し
い
学
校
給
食
の

提
供
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
の
で
、
区
民
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

☆

　
 

学
務
課

問

こ
れ
か
ら
も

こ
れ
か
ら
も

安
全
で
楽
し
い
学
校
給
食
を

　
　

安
全
で
楽
し
い
学
校
給
食
を

　● 子どもを幼児用座席に乗
せたまま自転車から絶対に
離れない。
　● 子どもは最後に乗せ、最
初に降ろす。
　● なによりも、交通法規や
交通マナーを守る。
　● 子どもには、万一に備え
て、ヘルメットを着用させ
る。

��  ��  ��
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区
内
の
犯
罪
は
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
今
な
お
高
水
準

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も

の
安
全
を
脅
か
す
事
件
も
多
発

し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
区
で
は
、
子
ど
も
の

安
全
や
防
犯
活
動
の
た
め
、
身

近
で
発
生
す
る
犯
罪
な
ど
の
発

生
情
報
を
、
皆
さ
ん
が
あ
ら
か

じ
め
登
録
し
た
携
帯
電
話
や
パ

ソ
コ
ン
に
メ
ー
ル
で
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
身
近
で

発
生
す
る
犯
罪
を
知
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
、
様
々
な
防

犯
対
策
や
自
衛
手
段
を
講
じ
る

契
機
に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

配
信
を
希
望
す
る
方
は
、
以

下
の
手
続
き
に
従
い
登
録
の

上
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

提
供
す
る
情
報

◇
一
般
犯
罪
情
報

　

「
空
き
巣
ね
ら
い
、
ひ
っ
た

く
り
、
強
盗
」
な
ど
、
区
民
に

不
安
を
生
じ
さ
せ
る
犯
罪
の
発

生
情
報
を
定
期
的
に
提
供
し
ま

す
。

◇
子
ど
も
安
全
情
報

　

子
ど
も
の
安
全
に
か
か
わ
る

重
要
事
件
の
発
生
情
報
を
提
供

し
ま
す
。

◇
子
ど
も
安
全
注
意
報

　

子
ど
も
の
安
全
に
か
か
わ
る

不
審
者
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

※
事
案
の
内
容
に
よ
り
、
メ
ー

ル
配
信
を
行
わ
ず
、
学
校
を

通
じ
た
保
護
者
連
絡
（
チ
ラ

シ
配
布
な
ど
）
と
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※
こ
の
ほ
か
、
重
要
事
件
の
発

生
に
際
し
、
皆
さ
ん
か
ら
犯

人
に
関
す
る
情
報
提
供
を
求

め
る
「
緊
急
事
件
情
報
」
な

ど
を
配
信
し
ま
す
。

登
録
の
手
順

　

下
記
の
「
利
用
条
件
・
注
意

事
項
」
を
確
認
、
承
諾
の
上
、

国
民
健
康
保
険
料 

納
入
の
ご
案
内

◇
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

の
納
付
が
一
部
変
更
と
な
り

ま
す

　

コ
ン
ビ
ニ
店
舗
に
お
け
る
防

犯
の
た
め
、
三
〇
万
円
を
超
え

る
納
付
書
は
４
月
１
日
か
ら
コ

ン
ビ
ニ
で
納
付
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

　

銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
、
郵

便
局
、
国
保
年
金
課
（
区
役
所

東
棟
二
階
）
ま
た
は
区
民
事
務

所
・
分
室
、
駅
前
事
務
所
で
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

　

自
動
引
落
で
納
め
忘
れ
の
心

配
が
な
い
口
座
振
替
を
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
申
込
書
を
ご

希
望
の
方
は
、
ご
連
絡
い
た
だ

け
れ
ば
郵
送
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
し
く
国
民
健
康
保

険
に
加
入
さ
れ
た
方
に
は
口
座

振
替
申
込
書
を
郵
送
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
 

国
保
年
金
課
国
保
収
納
係

３
月　

日
１１

付
広
報
４

面
「
新
し
い
国
民
健
康
保
険
証

を
お
送
り
し
ま
す
」記
事
中
で
、

新
し
い
保
険
証
を
お
送
り
す
る

方
の
対
象
を
明
記
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

３
月　

日
に
保
険
証
を
お
送

１７

り
し
た
方
は
、
保
険
証
の
有
効

期
限
が　

年
３
月　

日
の
方
の

１７

３１

み
で
す
。

　

な
お
、
有
効
期
限
が　

年
９

１７

月　

日
ま
で
の
保
険
証
を
お
持

３０
ち
の
方
へ
は
９
月
中
旬
に
新
し

い
保
険
証
を
お
送
り
し
ま
す
。

問

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
危
機
管
理
対
策
課
へ
。

国
民
健
康
保
険

国 
民 
健 
康 
保 
険

　

年
度
の
国
民
健
康
保

１７険
料

　
　

年
度
の
国
民
健
康
保
険
料

１７
は
、
次
の
よ
う
に
改
定
さ
れ
ま

し
た
。
国
民
健
康
保
険
料
額
通

知
書
は
６
月
中
旬
に
お
送
り
し

ま
す
。

◇
医
療
分
保
険
料
（
基
礎
賦
課

額
保
険
料
）
＝
す
べ
て
の
国

保
被
保
険
者
に
ご
負
担
い
た

だ
く
保
険
料

▽
所
得
割
保
険
料
率
＝
一
〇
〇

分
の
二
〇
八
（　

年
度
と
同

１６

率
）。
保
険
料
額
は
、世
帯
の
被

保
険
者
全
員
の
住
民
税
合
計
額

に
、
こ
の
料
率
を
乗
じ
て
得
た

額
と
な
り
ま
す
。

▽
均
等
割
保
険
料
額
＝
被
保
険

者
一
人
に
つ
き
年
三
万
二
一
〇

〇
円
（　

年
度
は
三
万
二
〇
〇

１６

円
）

▽
賦
課
限
度
額
＝
一
世
帯
あ
た

り
年
五
三
万
円
（　

年
度
と
同

１６

額
）

◇
介
護
分
保
険
料
（
介
護
納
付

金
賦
課
額
保
険
料
）
＝　

歳
４０

〜　

歳
ま
で
の
被
保
険
者
に

６４
加
算
さ
れ
る
保
険
料

▽
所
得
割
保
険
料
率
＝
一
〇
〇

分
の
三
二
（　

年
度
は
一
〇
〇

１６

分
の
二
五
）。
保
険
料
額
は
、世

帯
の
該
当
者
全
員
の
住
民
税
合

計
額
に
、
こ
の
料
率
を
乗
じ
て

得
た
額
と
な
り
ま
す
。

▽
均
等
割
保
険
料
額
＝
該
当
者

一
人
に
つ
き
年
一
万
二
〇
〇
〇

円（　

年
度
は
一
万
八
〇
〇
円
）

１６
▽
賦
課
限
度
額
＝
一
世
帯
あ
た

り
年
八
万
円（　

年
度
と
同
額
）

１６

●
加
入
者
の
方
へ 

住
民
税
の
申
告
に
ご
協

力
を

　

各
世
帯
の
国
民
健
康
保
険
料

（
保
険
料
）
は
、
加
入
者
全
員

の
住
民
税
額
を
も
と
に
算
定
し

ま
す
。
確
定
申
告
ま
た
は
住
民

税
の
申
告
等
が
お
済
み
で
な
い

方
は
申
告
が
必
要
で
す
。

　

申
告
さ
れ
た
内
容
は
①
保
険

料
の
所
得
割
の
算
定
②
保
険
料

の
均
等
割
の
軽
減
判
定
③
高
齢

受
給
者
証
の
一
部
負
担
金
の
割

合
判
定
の
た
め
に
大
変
重
要
な

資
料
と
な
り
ま
す
。

　

申
告
を
し
な
い
と
、
所
得
の

少
な
い
世
帯
に
適
用
さ
れ
る
給

付
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。
住
民
税
の
申
告
は
お
早
め

に
課
税
課（
区
役
所
東
棟
二
階
）

へ
。

国
民
健
康
保
険
料
は
加

入
届
出
月
で
は
な
く
資

格
取
得
月
か
ら

　

国
民
健
康
保
険
料
は
資
格
取

得
月
か
ら
お
支
払
い
い
た
だ
き

ま
す
。
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ

る
と
、
資
格
取
得
月
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
一
時
的
に
多
額
の
保
険

料
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

☆

　
 

国
保
年
金
課
国
保
資
格
係

問

国
保
温
泉
セ
ン
タ
ー 

割
引
利
用
券

　
 

施
設
＝
数
馬
の
湯
（
檜
原

村
）、も
え
ぎ
の
湯（
奥
多
摩
町
）

▽
開
設
期
間
＝
４
月
１
日
〜　
１８

年
３
月　

日
※
月
曜
（
祝
日
の

３１

場
合
は
翌
日
）、年
末
年
始
は
休

館 

大
人
（
中
学
生
以
上
）
四

〇
〇
円
、
小
学
生
二
〇
〇
円
※

別
途
入
湯
税
が
か
か
り
ま
す

（　

歳
以
上
一
名
に
つ
き
五
〇

１２
円
）
／
利
用
券
一
枚
で
三
名
ま

内費

で
利
用
で
き
ま
す

国
民
健
康
保
険 

夏
季
保
養
施
設

　

利
用
の
詳
細
に
つ
い
て
記
載

し
た
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
い
ま

す
。な
お
、「
広
報
す
ぎ
な
み
」６

月
１
日
号
に
募
集
記
事
を
掲
載

す
る
予
定
で
す
。

国
民
健
康
保
険
指
定
旅

館
　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

訂
正
と
お
わ
び

◆
◆
ご
利
用
く
だ
さ
い
◆
◆

い
る
方
が
一
般
料
金
よ
り
安
く

利
用
で
き
る
よ
う
、
温
泉
旅
館

な
ど
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　
 

施
設
・
料
金
＝
指
定
旅
館

利
用
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
▽

開
設
期
間
＝
４
月
１
日
〜　

年
１８

３
月　

日
※
一
部
除
外
日
あ
り

３１

☆

　
 

国
保
年
金
課
管
理
係
／
温

泉
セ
ン
タ
ー
割
引
利
用
券
、
夏

季
保
養
施
設
の
お
知
ら
せ
、
指

定
旅
館
利
用
案
内
な
ど
配
布
場

所
＝
国
保
年
金
課
管
理
係
（
区

役
所
東
棟
二
階
）、
区
民
事
務

所
・
分
室
、
駅
前
事
務
所

内問

ご
自
身
の
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ

ン
か
ら
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
メ
ー
ル
に
よ
る
申
し
込

み
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

○１
 

仮
登
録

　

次
の
仮
登
録
用
ア
ド
レ
ス
へ

接
続
し
、画
面
の
案
内
に
従
い
、

受
信
す
る
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
パ
ソ
コ
ン
の
場
合

h
ttp
://w
w
w
2
.w
e
b
c
a
s
.

n
e
t/s
u
g
in
a
m
i/p
/

▽
携
帯
電
話
の
場
合　

h
ttp
://w
w
w
2
.w
e
b
c
a
s
.

携
帯
電
話
・
パ
ソ
コ
ン
へ
の

携
帯
電
話
・
パ
ソ
コ
ン
へ
の

メ
ー
ル
配
信
中
で
す

　
　
　

メ
ー
ル
配
信
中
で
す

犯罪発生情報防犯ブザーを貸与します

利
用
条
件
･
注
意
事
項

 

提
供
す
る
情
報
に
つ
い

て
、
特
定
種
別
の
み
の
送
信

は
で
き
ま
せ
ん
。

 

ご
利
用
の
通
信
機
器
の
状

態
・
環
境
や
各
種
障
害
発
生

に
よ
り
メ
ー
ル
が
届
か
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

情
報
提
供
料
は
無
料
で
す

が
、
受
信
料
金
お
よ
び
通
信

機
器
（
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ

ン
）
は
自
己
負
担
で
す
。

 

登
録
の
有
効
期
間
は
毎

年
、
年
度
末
（
３
月
末
）
ま

で
で
す
。
引
き
続
き
情
報
が

必
要
な
方
は
、
３
月
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
、
更
新
を

し
て
く
だ
さ
い
。

 

メ
ー
ル
送
信
が
連
続
し
て

不
能
と
な
っ
た
場
合
は
、
自

動
的
に
登
録
を
解
除
す
る
こ

（１）（２）（３）（４）（５）

n
e
t/s
u
g
in
a
m
i/m
/

○２
 

本
登
録

　

確
認
メ
ー
ル
が
送
信
さ
れ
ま

す
の
で
、
そ
の
メ
ー
ル
で
ご
案

内
し
て
い
る
本
登
録
用
ア
ド
レ

ス
へ
接
続
し
、
登
録
者
種
別
な

ど
必
要
事
項
を
入
力
し
送
信
し

て
く
だ
さ
い
。

○３
 

登
録
完
了

　

登
録
完
了
の
メ
ー
ル
が
届
き

ま
す
。

※
一
部
登
録
が
で
き
な
い
機
種

が
あ
り
ま
す
。
画
面
が
表
示

さ
れ
な
い
場
合
な
ど
は
危
機

管
理
対
策
課
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※
登
録
内
容
を
変
更
す
る
場
合

は
、
一
度
登
録
解
除
を
し
て

か
ら
再
登
録
し
て
く
だ
さ

い
。
解
除
用
の
ア
ド
レ
ス
は

仮
登
録
用
ア
ド
レ
ス
と
同
じ

で
す
。

と
が
あ
り
ま
す
。

 

子
ど
も
安
全
注
意
報
を
除

き
、
情
報
は
原
則
と
し
て
居

住
地
域
に
か
か
わ
ら
ず
す
べ

て
配
信
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

犯
罪
発
生
情
報
だ
け
で
な

く
、
テ
ス
ト
配
信
、
災
害
情

報
な
ど
緊
急
情
報
・
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
情
報
な
ど
を
送
信
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
情
報
配
信
後
、
事
件
内
容

に
つ
い
て
、
警
察
署
や
学

校
な
ど
へ
の
問
い
合
わ
せ

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
問

い
合
わ
せ
が
殺
到
し
業
務

に
支
障
が
出
る
と
、
こ
の

シ
ス
テ
ム
の
継
続
が
困
難

と
な
り
ま
す
。
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。な
お
、事
件
内
容
に
つ

い
て
新
た
な
動
き
が
あ
っ

た
場
合
は
、続
報
し
ま
す
。

（６）

　区内在住で、区内外を問わず私立・国立
の小学校などに４月に入学する１年生を対
象に、防犯ブザーを無料で貸与します。
　 受付場所・期間＝危機管理対策課（区
役所東棟４階）、区民事務所・分室＝４月１
日（金）～２２日（金）午前８時３０分～午後５時（土・
日曜を除く）�駅前事務所＝４月１日（金）～
２３日�午前８時３０分～午後７時（土曜、第
１・３日曜は午後５時まで・第２日曜を除
く） 健康保険証など対象者の年齢が分か
るものを持って、
受付場所へ 危
機管理対策課 
区立小学校に入学
する方には各学校
から貸与します

内

申

問

他



〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

�������●３

【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

平成１７（２００５）年�月�日（金曜日）

●往復ハガキの場合は返信
用のあて先も記入を
●あて先は各記事の申込先
　（住所が記載されていな
いものは区役所）
●託児のある行事は、託児
希望の有無、お子さんの
氏名・年齢も記入

〈郵便ハガキ〉

○１ 行事名

○２ 住所

○３ 氏名（フリガナ）

○４ 年齢　

○５ 電話番号

（原則１人１枚）

入

例

記

●
天
文
の
夕
べ　

観
望
会 

土
星
と
衛
星
タ
イ
タ
ン

　

探
査
機
カ
ッ
シ
ー
ニ
か
ら
送

ら
れ
て
き
た
土
星
や
衛
星
の
画

像
も
展
示
し
ま
す
。

　
 

４
月
９
日 

午
後
６
時　
３０

分
〜
８
時　

分
（
６
時
開
場
）

３０

 

科
学
館（
清
水
３
―
３
―　

）
１３

 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で

小
学
四
年
生
以
上
の
方
（
小
・

中
学
生
は
保
護
者
同
伴
） 

無

料 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

科

学
館
�
３
３
９
６
‐
４
３
９
１

 

雨
天
・
曇
天
の
場
合
は
、
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で「
天
文
の
話
」

を
し
ま
す

 
瑞
草 
区
・
杉
並
区
中
高

ソ
ッ
チ
ョ

校
生
交
流
会

　

区
の
友
好
都
市
・
ソ
ウ
ル
特

別
市
瑞
草
区
の
中
高
校
生
と
交

流
し
ま
せ
ん
か
。
今
年
は
瑞
草

区
を
訪
問
し
ま
す
。

　
 

８
月　

日 

〜　

日 

１６

１９

（
三
泊
四
日
） 

区
内
在
住
・

在
学
の
中
高
校
生
で
①
帰
国
日

ま
で
有
効
な
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持

っ
て
い
る
、
ま
た
は
取
得
可
能

②
事
前
の
学
習
会
（
土
曜
の
夜

や
日
曜
の
午
後
を
予
定
・
計
六

回
）
と
帰
国
後
の
報
告
会
な
ど

に
出
席
で
き
る
方 

二
〇
名

（
選
考
） 

二
万
五
〇
〇
〇
円

（
他
に
旅
券
印
紙
代
な
ど
） 

申
込
用
紙
と
応
募
動
機
、
や
っ

て
み
た
い
こ
と
な
ど
を
書
い
た

時

（土）

場対

費

申

問

他
時

（火）

（金）

対

定

費

申

原
稿
用
紙
を
、
４
月　

日
（
必

１５

着
）
ま
で
に
文
化
・
交
流
課

（
区
役
所
中
棟
二
階
）
へ
郵
送

ま
た
は
持
参
。
申
込
用
紙
と
原

稿
用
紙
は
、
文
化
・
交
流
課
、

児
童
青
少
年
セ
ン
タ
ー
、
児
童

館
で
配
布
。
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
取
り
出
せ
ま
す 

文

化
・
交
流
課
交
流
担
当

高
円
寺
「
ハ
ー
ト
・
ト

ゥ
・
ア
ー
ト
」

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
自
作

の
作
品
を
展
示
・
販
売
す
る
こ

と
で
、
地
域
の
方
と
交
流
す
る

ア
ー
ト
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
中
心
と
し
た
催
し
で
す
。（
区

後
援
）

　
 

４
月　

日 

午
後
２
時
〜

１６

８
時
、　

日 

正
午
〜
午
後
６

１７

時 

高
円
寺
北
会
議
室
（
高
円

寺
北
３
―　

―
９
）
ほ
か 

絵

２５

画
、
イ
ラ
ス
ト
、
写
真
、
雑
貨
、

ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
の
展
示
・

販
売
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど

 

無
料
（
両
日
、
先
着
五
〇
名

の
希
望
者
に
ポ
ス
タ
ー
進
呈
）

 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

ハ
ー

ト
・
ト
ゥ
・
ア
ー
ト
実
行
委
員

会
・
渡
辺
�
３
３
３
７
‐
７
９

３
５
、
Ｅ
メ
ー
ルh

iro
s
h
i-w

@
p
o
p
0
2
.o
d
n
.n
e
.jp

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://w
w

w
.h
e
a
rt-to

-a
rt.n
e
t/

民
謡
舞
踊
大
会

　
 

４
月　

日 

午
前
９
時　

１７

４０
問

時

（土）
（日）

場

内

費申

問

他

時

（日）

分
開
演
（
９
時　

分
開
場
・
区

１５

共
催
） 

勤
労
福
祉
会
館
（
桃

井
４
―
３
―
２
） 

無
料 

当

日
、
直
接
会
場
へ 

杉
並
区
民

謡
連
盟
・
小
泉
�
３
３
３
３
‐

６
７
７
８

●
杉
並
ジ
ュ
ニ
ア
混
声
合
唱
団 

定
期
演
奏
会

　
 

４
月　

日 

午
後
３
時　

２４

３０

分
開
演
（
３
時
開
場
・
区
共
催
）

 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―

　

―　

） 

曲
目
＝
「
フ
ラ
ン

２２

３２

ス
世
俗
曲
集
」（
訳
詞
＝
皆
川
達

夫
／
作
曲
＝
ク
レ
マ
ン
・
ジ
ャ

ヌ
カ
ン
）、「
海
の
構
図
」（
作
詞

＝
小
林
純
一
／
作
曲
＝
中
田
喜

直
）、「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ワ
ー
ル

ド
」よ
り（
編
曲
＝
青
島
広
志
）、

「
天
使
の
時
」（
委
嘱
作
品
・
作

詞
＝
宗
左
近
／
作
曲
＝
太
田
桜

子
） 

五
六
八
名 

五
〇
〇
円

 

・ 

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で
、

杉
並
ジ
ュ
ニ
ア
混
声
合
唱
団
・

岩
佐
�
・　

３
３
１
１
‐
０
３

FAX

９
３
へ

◇
区
民
一
〇
〇
名
を
無
料
招
待

　
 

往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参

照
）
で
、
４
月　

日
（
必
着
）

１２

ま
で
に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

（
〒　

‐
０
０
１
１
梅
里
１
―

１６６

　

―　

）
へ（
抽
選
） 

同
セ
ン

２２

３２

タ
ー
�
３
３
１
７
‐
６
６
２
１

写
真
展
示
に
よ
る
犬
・
猫

の
新
し
い
飼
い
主
探
し

　
 

４
月　

日 

午
前　

時
〜

１６

１０

場

費

申

問

時

（日）

場

内

定

費

申

問
申

問

時

（土）

午
後
３
時
（
区
後
援
） 

西
友

荻
窪
店
タ
ウ
ン
セ
ブ
ン
二
階
テ

ラ
ス
（
上
荻
１
―
９
―
１
） 

①
新
し
い
飼
い
主
を
探
し
て
い

る
犬
・
猫
の
募
集
。子
犬
・
子
猫
・

成
犬
・
成
猫
②
犬
・
猫
の
欲
し

い
方
募
集
。
猫
は
屋
内
飼
育
を

す
る
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま

す
。
当
日
会
場
で
説
明
し
ま
す

※
生
体
展
示
は
し
ま
せ
ん 

ハ

ガ
キ
に
、
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
、
①
②
の
区
別
、
犬
猫
の

区
別
を
書
い
て
、４
月
９
日（
消

印
有
効
）
ま
で
に 

日
本
愛
玩

動
物
協
会
東
京
都
愛
玩
動
物
飼

養
管
理
士
会
（
〒　

‐
０
０
４

１６７

１
善
福
寺
２
―
１
―　

）へ
。折

１１

り
返
し
申
込
書
類
を
送
付
し
ま

す
。
②
は
当
日
受
付
も
あ
り
ま

す
。
身
分
を
証
明
す
る
も
の
を

持
参
し
て
直
接
会
場
へ 

同
会

�
０
９
０
‐
９
３
６
２
‐
５
２

４
８　

３
３
９
９
‐
２
０
５
８

FAX

野
草
展

　

杉
並
野
草
の
会
の
会
員
が
育

て
た
山
野
草
や
、
身
近
な
植
物

約
三
〇
〇
鉢
を
展
示
し
ま
す
。

（
区
後
援
）

　
 

４
月　

日 

〜　

日 

午

２２

２４

前　

時
〜
午
後
４
時
（　

日
は

１０

２４

３
時
ま
で
） 

大
田
黒
公
園（
荻

窪
３
―　

―　

） 

無
料 

当

３３

１２

日
、
直
接
会
場
へ 

杉
並
野
草

の
会
・
窪
田
�
５
９
３
２
‐
７

１
９
６ 

車
で
の
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い

文
化
交
流
協
会
の
催
し

◇
印
象
派
油
絵
画
家
ｙ
ｕ
ｍ
ｉ

絵
画
展
「
光
り
、T

o
k
y
o
-

H
o
lla
n
d
-S
a
n
d
ie
g
o

」

　

ア
メ
リ
カ
・
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ

を
拠
点
に
活
躍
す
る
杉
並
区
出

身
の
印
象
派
油
絵
画
家
ｙ
ｕ
ｍ

ｉ
（
宮
道
弓
子
）
が
絵
で
明
る

場

内
申

（社）

問

時

（金）

（日）

場

費

申

問

他

い
気
持
ち
と
心
の
安
ら
ぎ
を
お

届
け
し
ま
す
。

　
 

４
月　

日 

〜　

日 

正

１２

１７

午
〜
午
後
７
時 
　
 
芸
館

     

（
荻

か
ん
げ
い
か
ん

窪
３
―　

―　

） 

無
料 

当

３９

１４

日
、
直
接
会
場
へ 

石
渡
�
０

９
０
‐
２
１
６
９
‐
５
０
２
４

◇
プ
ロ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
よ

る
、
親
子
で
学
ぶ
伝
統
文
化

〜
美
し
い
日
本
語
と
は
〜

　
 

４
月　

日 

午
前　

時　

１６

１０

３０

分
〜
正
午 

島
村
豊
子
き
も
の

学
院（
阿
佐
谷
北
２
―　

―　

）

１５

１８

 

元
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
・
木
原
早
苗 

区
内
在
住

の
小
学
四
年
生
〜
中
学
生
の
子

ど
も
と
保
護
者
（
子
ど
も
の
み

も
可
） 

一
五
組
（
抽
選
） 

一
組
二
〇
〇
〇
円 

・ 

電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
住
所
・
親

子
の
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
）

で
、４
月　

日
ま
で
に
桃
美
会
・

１１

藤
岡
�
３
３
３
９
‐
６
９
２
３

　

３
３
３
９
‐
８
７
５
０
へ

FAX●
楽
し
い
人
生
を
過
ご
す
た

め
の
講
座 

コ
ー
ヒ
ー
の 
美
味 
し
い

お

い

い
れ
方
を
学
び
六
種
類

の
コ
ー
ヒ
ー
を
味
わ
う

　
 

４
月　

日 

午
後
１
時　

２３

３０

分
〜
４
時
（
区
後
援
） 

高
井

戸
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
高
井

戸
東
３
―
７
―
５
） 

自
家
焙

煎
ｃ
ａ
ｆ
�
工
房
「 
木  
突  
木 
」

き 
つ
つ 
き

コ
ー
ヒ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・

 
突
 々
啓
行 

区
内
在
住
・
在
勤

と
つ
と
つ 時

（火）

（日）

場
費

申

問

時

（土）

場

師

対

定

費

申

問

時

（土）

場
師

対

で　

歳
以
上
の
方 

三
〇
名

５０

（
抽
選
） 

一
〇
〇
〇
円 

往
復

ハ
ガ
キ（
記
入
例
参
照
）で
、４

月　

日（
必
着
）ま
で
に
ｃ
ａ
ｆ

１０
�
工
房「
木
突
木
」（
〒　

‐
０
０

１６８

７
１
高
井
戸
西
２
―　

―　

）

１２

２２

へ 
「
木
突
木
」・
突
々
�
０
９

０
‐
３
８
７
５
‐
７
２
６
３

●
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

鑑
賞
と
講
演 

「
こ
ん
ば
ん
は
」上
映
会

　

夜
間
中
学
を
と
お
し
て
、
学

ぶ
こ
と
や
生
き
る
こ
と
の
す
ば

ら
し
さ
を
描
い
た
作
品
で
す
。

（
区
後
援
）

　
 

４
月　

日 

午
後
７
時
〜

２２

　

時
（
６
時　

分
開
場
） 

下

１０

３０

高
井
戸
シ
ネ
マ
（
世
田
谷
区
松

原
３
―　

―　

） 

①
映
画
上

２７

２６

映
②
講
演
「
夜
間
中
学
か
ら
見

た
日
本
の
教
育
」（
元
夜
間
中
学

校
教
諭
・
見
城
慶
和
）
③
ト
ー

ク
「
映
画
が
完
成
す
る
ま
で
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
る
」（
映
画
監

督
・
森
康
行
） 

一
五
〇
名 

二
〇
〇
〇
円
（　

歳
以
上
・
障

６０

害
者
一
八
〇
〇
円
／
当
日
券
な

し
） 

・ 

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
（
氏
名
・
電
話
番
号
を
記

入
）
で
、
優
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
を 
観 
る
会
�
３
３

み

２
８
‐
１
０
０
８　

３
４
２
６
‐

FAX

７
０
５
８
へ
（
先
着
順
）

●
杉
並
区
消
費
者
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
企
画
講
座 

食
の 
倶
楽
部 　

大
人
の
社

く

ら

ぶ

会
科
見
学
―
食
品
企
業
と
の

対
話

　

チ
ー
ズ
工
場
を
見
学
し
、
従

業
員
と
の
対
話
を
通
し
て
、
企

業
に
対
す
る
消
費
者
の
あ
り
方

を
考
え
ま
す
。（
区
共
催
）

　
 

４
月　

日 

午
前
８
時　

１５

３０

分
〜
午
後
４
時 

㈱
雪
印
乳
業

定

費

申

問時

（金）

場

内
定

費

申

問

時

（金）場

横
浜
チ
ー
ズ
工
場
（
横
浜
市
緑

区
上
山
１
―　

―
１
） 

区
内

１５

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方 

二

〇
名
（
抽
選
） 

無
料 

ハ
ガ

キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

「
雪
印
へ
の
質
問
」
を
一
つ
書

い
て
、
４
月
８
日
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
消
費
者
セ
ン
タ
ー
（
〒

　

‐
０
０
５
１
荻
窪
５
―　

―

１６７

１５

　

）
へ 

同
セ
ン
タ
ー
�
３
３

１３９
８
‐
３
１
４
１

●
消
費
者
の
会 

介
護
保
険
は
ど
う
改
正

さ
れ
る
の
？

　
 

４
月
８
日 

午
後
２
時
〜

４
時
（
区
後
援
） 

あ
ん
さ
ん

ぶ
る
荻
窪
・
第
一
〜
三
教
室（
荻

窪
５
―　

―　

） 

有
料
老
人

１５

１３

ホ
ー
ム　

グ
リ
ー
ン
東
京
社

長
・
滝
上
宗
次
郎 

区
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方 

五
〇
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、
消
費
者

セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
８
‐
３
１

４
１
へ
（
先
着
順
）

帰
国
児
童
生
徒
素
養
保

持
教
室

　

外
国（
英
語
圏
）か
ら
帰
国
し

た
児
童
生
徒
の
文
化
的
素
養
の

保
持
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
 

毎
月
第
一
・
三
・
五
土
曜

日
の
①
午
前　

時
〜
正
午
②
午

１０

後
２
時
〜
４
時
（
小
学
四
年
生

〜
中
学
二
年
生
は
②
の
み
・
各

一
八
回
程
度
） 

国
際
理
解
・

帰
国
児
童
生
徒
教
育
セ
ン
タ
ー

 

ゲ
ー
ム
、
英
会
話
練
習
ほ
か

 

英
語
を
母
語
と
す
る
外
国
人

講
師 

区
内
在
住
で
、
英
語
圏

の
国
か
ら
帰
国
し
た
小
学
一
年

生
〜
中
学
二
年
生 

七
五
名
程

度
（
抽
選
） 

無
料
（
教
材
費

な
ど
は
自
己
負
担
） 

申
込
書

と
八
〇
円
切
手
を
は
っ
た
返
信

用
封
筒
を
、
４
月　

日
（
必
着
）

１５

対
定

費

申

問

時

（金）
場師

対
定

費

申

問

時

場

内師

対

定

費

申

ま
で
に
郵
送
ま
た
は
直
接
、
国

際
理
解
・
帰
国
児
童
生
徒
教
育

セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０
０
２

１６６

高
円
寺
北
２
―　

―　

・
杉
並

１４

１３

第
四
小
学
校
内
）、済
美
教
育
セ

ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０
１
３
堀

１６６

ノ
内
２
―
５
―　

）
ま
た
は
教

２６

育
委
員
会
事
務
局
庶
務
課
（
区

役
所
東
棟
六
階
）
へ
。
申
込
用

紙
は
、
申
込
場
所
で
配
布
す
る

ほ
か
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
取
り
出
せ
ま
す 

国
際
理

解
・
帰
国
児
童
生
徒
教
育
セ
ン

タ
ー
�
５
３
７
３
‐
０
８
０
９

百
人
一
首
源
平
か
る
た

教
室

　
 

・ 

４
月　

日 

①
午
前

１７

　

時
〜
正
午
＝
札
を
一
〇
枚
以

１０上
覚
え
て
い
る
方
②
午
後
１
時

　

分
〜
４
時
＝
小
学
生
以
上

３０（
ひ
ら
が
な
が
読
め
る
幼
児
も

可
・
区
後
援
） 

高
井
戸
地
域

区
民
セ
ン
タ
ー
（
高
井
戸
東
３

―
７
―
５
） 

各
三
六
名 

無

料 

・ 

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
（
記
入
例
参
照
）
で
、
伝
承

文
化
研
究
所
�
・　

３
９
５
０
‐

FAX

３
９
８
５
ま
た
は
小
林
�
０
９

０
‐
４
９
６
５
‐
１
３
１
０
へ

（
先
着
順
）

問

時

対

（日）

場
定

費

申

問

すぎなみ　しゃべり場
　友だちが欲しい、おしゃべりしたい、ゲームを楽
しみたいなどその日の気分で自由に過ごせる空間
です。関心のある方はお問い合わせください。
　 ４月１３日～６月２９日の水曜日（５月４日を除
く）午後６時～９時 産業商工会館（阿佐谷南３‐
２‐１９） １６歳～３５歳くらいの方 ・  社会教育
センター�３３１７‐６６２１FAX３３１７‐６６２０、Ｅメールsha 
kyo-c@city.suginami.lg.jpへ

時
場

対 申 問

夕方のチャイム
が６時に

４月１日から「夕
やけこやけ」の放
送時刻が午後６時
に変わりました。

 広報課問



声の広報」のお申し込みは広報課へ。

平成１７（２００５）年�月�日（金曜日）������� ●４

杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

●
教
育
講
演
会 

子
育
て
は
夢
づ
く
り
、

親
づ
く
り

　
 

４
月　

日 

午
後
１
時　

１６

３０

分
〜
４
時（
区
後
援
） 

産
業
商

工
会
館
（
阿
佐
谷
南
３
―
２
―

　

） 

医
学
博
士
・
田
下
昌
明

１９
 

子
育
て
中
の
方 

一
五
〇
名

（
先
着
順
） 

五
〇
〇
円 

当

日
、
直
接
会
場
へ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
日
本
児
童
文
化
教
育
研
究

所
・
橘
�
３
３
９
８
‐
６
４
１
０

●
夕
焼
け
サ
ロ
ン 

子
ど
も
の
未
来
を
支
え

る
た
め
に

　
 

４
月　

日 

午
後
６
時　

１３

３０

分
〜
８
時　

分 

高
井
戸
西
い

３０

き
が
い
応
援
館
（
高
井
戸
西
１

―　

―
５
高
井
戸
西
敬
老
会
館

１７
内
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
未
来
を
つ

な
ぐ
子
ど
も
資
金
理
事
長
・
神

谷
幸
男 

区
内
在
住
で　

歳
以

５０

上
の
方 

二
〇
名 

一
〇
〇
〇

円
（
飲
み
物
と
菓
子
付
き
） 

・

 

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
（
３
面
記
入
例
参
照
）

で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
竹
箒
の
会
杉

並
支
部
・
川
井
�
・
�
３
８
１

３
‐
２
１
０
３
、
Ｅ
メ
ー
ルk

a

w
a
ik
@
th
e
m
is
.o
c
n
.n
e
.j

p

へ
（
先
着
順
）

�
杉
の
樹
大
学
専
科
講
座 

森
林
と
わ
た
し
た
ち

　
 

・ 

・ 

・ 

右
下
表
の

と
お
り 

区
内
在
住
で　

歳
以

６０

上
の
全
回
出
席
で
き
る
方 

五

〇
名
（
抽
選
） 

無
料
（
教
材

費
な
ど
は
自
己
負
担
） 

往
復

ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入
例
参
照
）

で
、
４
月　

日
（
必
着
）
ま
で

２０

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
杉
の
樹
カ
レ
ッ

ジ
（
〒　

‐
０
０
７
２
高
井
戸

１６８

東
３
―
７
―
５
高
齢
者
活
動
支

時

（土）

場

師

対

定

費

申

問

時

（水）場

師
対定

費

申

問
時

場

内

師

対

定

費

申

援
セ
ン
タ
ー
内
）
へ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
杉
の
樹
カ
レ
ッ
ジ
�
３
３

３
４
‐
０
９
２
８ 

講
座
案
内

は
高
齢
者
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
、
高
齢
者
施
策
課
（
区
役
所

東
棟
一
階
）、
図
書
館
、
地
域
区

民
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す

ア
ウ
ト
ド
ア
教
室

　
 

４
月　

日 

午
前　

時
〜

１６

１０

午
後
１
時
（
区
後
援
） 

井
草

森
公
園
多
目
的
広
場
（
井
草
４

―　

―
１
） 

宝
物
探
し
、
ハ

１２
ガ
キ
で
作
る
紙
飛
行
機
ほ
か 

小
学
三
年
生
ま
で
の
子
ど
も
と

保
護
者 

無
料 

当
日
、
直
接

会
場
へ 

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
杉

並
第　

団
・
篠
原
�
３
３
９
５
‐

１１

２
５
２
５
（
午
後
６
時
ま
で
）、

�
３
３
９
０
‐
２
２
３
２
（
午

後
６
時
以
降
）

●
東
京
女
子
大
学
公
開
講
座 

こ
と
ば
が
映
す
心
の
姿

と
文
化
の
形

　
 

５
月　

日
〜
７
月　

日
の

１０

１２

毎
週
火
曜
日
、
午
後
１
時　

分
３０

〜
３
時　

分
（
計
一
〇
回
・
区

３０

共
催
） 

東
京
女
子
大
学 

同

大
学
教
授
・
溝
越
彰 

原
則
、

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

問
他

時

（土）

場

内

対

費

申

問

時

場

師

対

 

二
五
〇
名
（
抽
選
） 

一
〇

〇
〇
円 

往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面

記
入
例
参
照
）
に
性
別
も
書
い

て
、
４
月　

日
（
必
着
）
ま
で

２２

に
、
東
京
女
子
大
学
教
育
研
究

支
援
課
（
〒　

‐
８
５
８
５
善

１６７

福
寺
２
―
６
―
１
）
へ 

同
課

�
５
３
８
２
‐
６
４
７
０

リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高

井
戸
の
講
座

◇
つ
ま
み
細
工

　

残
り
布
を
利
用
し
て
ア
ク
セ

サ
リ
ー
を
作
り
ま
す
。

　
 

・ 

４
月
８
日 

＝
ブ
ロ

ー
チ
▽　

日 

＝
髪
飾
り
／
い

１５

ず
れ
も
午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

　

分
（
計
二
回
） 

一
六
名 

３０各
回
四
〇
〇
円（
材
料
費
） 

電

話
で
、
同
ひ
ろ
ば
へ（
先
着
順
）

◇
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
で
め

が
ね
ケ
ー
ス
を
つ
く
ろ
う

　
 

４
月　

日 

、
５
月　

日

１９

１７

 

・　

日 

い
ず
れ
も
午
後
１

３１

時　

分
〜
３
時　

分（
計
三
回
）

３０

３０

 

初
め
て
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
を
す

る
方 

二
〇
名 

五
〇
〇
円

（
材
料
費
） 

電
話
で
、
同
ひ

ろ
ば
へ
（
先
着
順
）

◇
大
工
さ
ん
に
習
お
う

　

廃
材
を
利
用
し
て
、
た
る
型

定

費

申

問

時

内

（金）

（金）

定

費
申

時

（火）

（火）

（火）

対

定

費

申

プ
ラ
ン
タ
ー
を
作
り
ま
す
。

　
 

４
月　

日 

午
後
１
時
〜

１６

４
時 

六
名
（
抽
選
） 

五
〇

〇
円
（
材
料
費
） 

往
復
ハ
ガ

キ
（
３
面
記
入
例
参
照
）
で
、

４
月
８
日
（
必
着
）
ま
で
に
同

ひ
ろ
ば
へ

☆

　
 

・ 

リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば

高
井
戸
（
〒　

‐
０
０
７
２
高

１６８

井
戸
東
３
―
７
―
４
�
３
３
３

１
‐
４
３
６
０
／
水
・
木
曜
休

館
）

●
高
千
穂
大
学　

区
民
の
た

め
の
授
業
公
開 

私
た
ち
の
暮
ら
し
と
安
心

　
 

・ 

・ 

右
表
の
と
お
り

（
区
後
援
） 

高
千
穂
大
学
セ

ン
ト
ラ
ル
ス
ク
エ
ア
（
高
千
穂

ホ
ー
ル
） 

区
内
在
住
・
在
勤

お
よ
び
区
周
辺
在
住
の　

歳
以

１８

上
の
方
（
区
民
優
先
） 

二
〇

〇
名
（
抽
選
） 

無
料 

往
復

ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
（
３
面
記
入
例
参
照
）

に
性
別
、
職
業
、
フ
ァ
ク
ス
で

時

（土）

定

費

申

場

問

時

内

師場
対

定

費

申

申
し
込
み
の
場
合
は
フ
ァ
ク
ス

番
号
も
書
い
て
、
４
月
１
日
〜

７
日
の
間
に
高
千
穂
大
学
教
務

１
課
（
〒　

‐
８
５
０
８
大
宮

１６８

２
―　

―
１
�
３
３
１
３
‐
９

１９

０
３
４
、
Ｅ
メ
ー
ルs

o
u
g
o
u

@
g
a
c
.ta
k
a
c
h
ih
o
.a
c
.j

p

）
へ 

同
課
�
３
３
１
３
‐

０
１
４
６

●
リ
サ
イ
ク
ル
講
習
会 

着
ら
れ
な
く
な
っ
た
背

広
や
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
か
ら

ベ
ス
ト
を
作
る

　
 

４
月　

日 

午
後
１
時　

２２

３０

分
〜
４
時 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻

窪
・
環
境
学
習
室
（
荻
窪
５
―

　

―　

） 

区
内
在
住
・
在
勤
・

１５

１３

在
学
の
方 

一
六
名
（
抽
選
）

 

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面

記
入
例
参
照
）
で
、
４
月　

日
１２

（
必
着
）
ま
で
に
す
ぎ
な
み
環

境
情
報
館
（
〒　

‐
０
０
５
１

１６７

荻
窪
５
―　

―　

）
へ 

同
館

１５

１３

�
３
３
９
８
‐
３
１
９
１
�
３

３
９
８
‐
３
１
９
３

問

時

（金）

場対定

費

申

問

〈杉の樹大学　専科講座〉
場　所講　師内　容月日

高齢者活動
支援センタ
ー（高井戸
東３‐７‐
５）

東京農工大学
教授
生原　喜久雄

森林の生態学（樹
木・森林・水・土壌
について考える）

５月
２５日

森林の環境学（森
林の機能と効用
について考える）

６月
１日

東京林業試験
場
　遠竹　行俊

東京の森林と野
生動物（現状と課
題）

８日

多摩森林科
学園（八王
子市廿里町
１８３３‐８１）

生原　喜久雄

森林の探検ツア
ー（森林の仕組み
と樹木の特性・森
林浴）

１５日

塚 山 公 園
（下高井戸
５‐２３‐１２）

植木応援団　
　安藤　一茂

家庭の樹木とせ
ん定実習２２日

（注）１．時間は、いずれも水曜日の午後１時３０分～３時
３０分。２．６月２２日が雨天の場合は、２９日に変更。

〈高千穂大学　区民のための授業公開〉
講　師内　容月日

経営学部教授
　　　　　　　　　　平松　茂實

健康で安心して暮せる食
生活の知恵

４月
２０日

ＡＬＳＯＫ取締役常務執行役員　
東日本事業本部長　　東山　晴雄地域社会の「安全と安心」２７日

国際基督教大学教授
　　　　　　　　　村上　陽一郎安全と安心の科学５月

１１日
お茶の水女子大学副学長
　　　　　　　　　室伏　きみ子

安心・安全な社会を作る
ための提案１８日

ナレッジ・ビジネス・プロジェク
ト代表コンサルタント
　　　　　　　　　　久保　京子

暮らしの中の個人情報保
護～個人情報流出の脅威
と自分でできる対策とは

２５日

早稲田大学社会科学部教授
　　　　　　　　　　岡澤　憲芙

少子・高齢化社会への政
策対応　安心の設計

６月
１日

（株）ナチュラル・ローソン代表取締
役専務兼ＣＦＯ　　中村　雄一郎

ナチュラルローソンとマ
チの安心８日

厚生労働省保険局国民健康保険課
課長補佐　　　　　　土佐　和男

安心を支える社会保障制
度１５日

商学部教授　　　　　堀口　和哉まさかの時の税２２日
日本ヴォーグ社取締役メンバーシ
ップカンパニー長　　熊谷　達哉

ホームクラフトと暮らし
の健康・安心２９日

※時間は、いずれも水曜日の午前１０時４０分～午後０時１０分。
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の
交
通
事
故
は
四
六
八
件

（
前
年
比
三
〇
件
減
少
）
と

依
然
と
し
て
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
事
故
は
、
親
や

ま
わ
り
の
人
が
声
を
掛
け
る

こ
と
で
大
半
は
防
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
で
は
、
横

断
歩
道
で
な
い
と
こ
ろ
で
の

無
理
な
横
断
が
目
立
ち
ま

す
。
自
分
の
こ
と
を
過
信
せ

ず
、
交
通
ル
ー
ル
の
基
本
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

◇
自
転
車
に
乗
っ
た
ら
、
あ

な
た
も
ド
ラ
イ
バ
ー

　

昨
年
の
区
内
の
自
転
車
に

よ
る
交
通
事
故
で
、
一
人
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。
自
転
車

が
交
通
事
故
を
起
こ
す
と
、

乗
っ
て
い
る
人
も
大
き
な
ケ

ガ
を
負
い
か
ね
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
夜
間
の
無
灯
火
走

行
な
ど
に
よ
り
、
自
転
車
が

加
害
者
と
な
る
事
故
も
目
立

っ
て
い
ま
す
。
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

☆

　
 

交
通
対
策
課
ま
た
は
各

警
察
署（
杉
並
�
３
３
１
４
‐

０
１
１
０
／
高
井
戸
�
３
３

３
２
‐
０
１
１
０
／
荻
窪
�

３
３
９
７
‐
０
１
１
０
）

問

�
思
い
や
り
あ
る
運
転
を

�
迷
惑
走
行
は
止
め
ま
し
ょ
う

実施地区収集日

三谷町会地区（昨年度から実施中
の地区）、今川１・２丁目、馬橋北
自治会地区、高円寺北４丁目

月曜日

成田東１・２丁目、和泉４丁目火曜日

松庵東町会地区、松庵３丁目、浜
田山３・４丁目水曜日

井草１・２丁目、和田１丁目木曜日

阿佐谷北５・６丁目、堀ノ内南町
会地区、堀ノ内２丁目金曜日

宮前２・３丁目、永福３・４丁目土曜日

４月１日（金）から
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出しししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方ががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががごみの出し方が
変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりまままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす変わります

【問合せ】清掃管理課清掃計画係

　ごみは午前７時３０分までに、資源は
８時までに集積所へ出してください。

　プラスチック分別収集地区を拡大
し、１７年度は下表の地区で実施します。
【収集日】資源の日【収集するもの】
プラスチック製の「容器」「包装」【出
し方】透明または半透明の袋に入れて、
資源の集積所へ

　

今
年
の
運
動
の
重
点
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止

②
二
輪
車
の
安
全
利
用
の
推

進③
自
転
車
の
交
通
事
故
防
止

④
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

　

も
う
一
度
、交
通
マ
ナ
ー
・

ル
ー
ル
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

◇
区
内
の
交
通
事
故
発
生
状

況

　
　

年
の
交
通
事
故
に
よ
る

１６

死
者
数
は
九
名
と
、
前
年
よ

り
も
三
名
増
加
し
ま
し
た
。

特
に
、
二
輪
車
事
故
の
死
者

数
の
五
名
が
目
立
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、　

年
の
事
故
発
生

１６

件
数
は
三
二
〇
九
件
、
負
傷

者
数
は
三
七
九
五
名
と
、
そ

れ
ぞ
れ
前
年
よ
り
減
少
し
た

も
の
の
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

◇
み
ん
な
で
防
止
、
子
ど
も

と
高
齢
者
の
交
通
事
故

　
　

年
の
区
内
の
子
ど
も
の

１６
交
通
事
故
は
、一
四
八
件（
前

年
比
三
二
件
減
少
）、高
齢
者



「広報すぎなみ」は、新聞折り込みで配布しているほか、区の施設と、区内の各駅・公衆浴場・郵便局・病院などに置いてあります。「点字広報」「声の広報」のお

�������●５平成１７（２００５）年�月�日（金曜日）

家
庭
学
級
―
学
習
会
や
懇

談
会
を
開
催
し
ま
せ
ん
か

　

家
庭
学
級
は
、
子
ど
も
の
成

長
や
育
つ
環
境
に
つ
い
て
考
え

る
親
や
地
域
の
人
た
ち
が
、
毎

日
の
生
活
や
子
育
て
の
中
か
ら

 
湧 
き
出
る 
素  
朴 
な
思
い
を
分
か

わ 

そ 
ぼ
く

ち
合
い
、
語
り
合
う
場
で
す
。

　
 

目
的
と
内
容
＝
家
庭
・
地

域
の
教
育
力
の
向
上
を
目
的
と

し
、
次
の
よ
う
な
内
容
に
取
組

み
ま
す
。
①
子
ど
も
の
し
つ
け

や
子
育
て
に
つ
い
て
な
ど「
親
」

と
し
て
の
学
習
②
家
庭
で
抱
え

る
課
題
に
つ
い
て
な
ど
「
家
庭

の
一
員
」
と
し
て
の
学
習
③
子

ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
や

地
域
社
会
の
問
題
な
ど
「
地
域

住
民
の
一
人
」
と
し
て
の
学
習

▽
支
援
内
容
＝
会
場
提
供
や
備

品
（
印
刷
機
）
の
貸
出
、「
広
報

す
ぎ
な
み
」
へ
の
掲
載
、
経
費

の
一
部
負
担
な
ど
。
企
画
や
運

営
に
つ
い
て
の
相
談
に
の
り
ま

す
▽
開
催
形
態
＝
①
短
期
コ
ー

ス
「
三
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
」
＝

二
〜
四
回
開
催
（
年
間
三
〇
事

業
・
先
着
順
）
②
長
期
コ
ー
ス

「
四
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
」
＝
五

回
以
上
開
催
（
第
一
期
〈
４
月

〜
７
月
〉四
団
体
）。
内
容
に
よ

っ
て
コ
ー
ス
を
決
定
し
ま
す 

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
各
種
団
体
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
家
庭
学
級
に
取
り
組

む
た
め
組
織
し
た
実
行
委
員
会

内

対

な
ど
（
一
団
体
に
つ
き
年
一
回

の
申
請
と
し
ま
す
）
※
取
組
団

体
は
区
内
外
を
問
い
ま
せ
ん

が
、
開
催
場
所
は
区
内
に
限
り

ま
す
。
ま
た
、
政
治
・
宗
教
・

営
利
を
目
的
と
す
る
団
体
、
学

校
、
民
間
企
業
は
対
象
外
で
す

 

・ 

電
話
･
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
社
会
教
育
セ

ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０
１
１
梅

１６６

里
１
―　

―　

�
３
３
１
７
‐

２２

３２

６
６
２
１　

３
３
１
７
‐
６
６

FAX

２
０
、
Ｅ
メ
ー
ルs

h
a
k
y
o
-c

@
c
ity
.s
u
g
in
a
m
i.lg
.jp

）

へ 

４
月　

日 

・　

日 

午

２６

２７

後
０
時　

分
〜
１
時
に
セ
シ
オ

３０

ン
杉
並
で
開
催
す
る
「
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
家
庭
学

級
実
践
報
告
を
行
い
ま
す

「
す
ぎ
な
み
コ
ミ
ュ
ニ
テ

イ
カ
レ
ッ
ジ
」
委
託
講
座

を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
団
体

　

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
、

区
民
の
地
域
参
加
・
貢
献
意
欲

が
具
体
的
な
活
動
に
つ
な
が
っ

て
い
く
講
座
を
企
画
・
運
営
し

ま
せ
ん
か
。

　
 

テ
ー
マ
＝
自
由
課
題
ま
た

は
以
下
の
六
つ
の
行
政
課
題
①

福
祉
車
両
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
育
成
②
介
護
者
を
孤
立
さ
せ

な
い
介
護
者
サ
ポ
ー
タ
ー
の
育

成
③
子
ど
も
の
力
を
引
き
出
し

地
域
に
つ
な
ぐ
人
材
の
育
成
④

申

問
他

（火）

（水）

内

地
域
で
の
高
齢
者
の
健
康
づ
く

り
指
導
者
育
成
⑤
子
ど
も
の
読

書
活
動
推
進
⑥
文
化
財
保
護
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
▽
開
催
時

期
＝
９
月
〜　

年
２
月
▽
規
模

１８

＝
一
講
座
五
〜
一
〇
回
程
度
▽

開
催
経
費
＝
委
託
金
と
し
て
支

払
い
ま
す 

自
由
課
題
＝
若
干

数
▽
各
行
政
課
題
＝
原
則
と
し

て
一
講
座 

申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
書
い
て
、５
月　

日（
必

２７

着
）
ま
で
に
社
会
教
育
セ
ン
タ

ー
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
。
申
込

用
紙
は
同
セ
ン
タ
ー
で
配
布
す

る
ほ
か
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
取
り
出
せ
ま
す
▽
選
定
方

法
＝
書
類
選
考
で
公
開
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
す
る
団

体
を
決
定
↓
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
（
６
月　

日
）
後
、

１５

社
会
教
育
事
業
推
進
委
員
と
区

職
員
な
ど
で
構
成
す
る
チ
ー
ム

が
審
査
し
決
定

◇
説
明
会
の
開
催

　
 

４
月　

日 

午
後
２
時
〜

２０

４
時 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里

１
―　

―　

） 

当
日
、
直
接

２２

３２

会
場
へ

☆

　
 

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
（
〒

　

‐
０
０
１
１
梅
里
１
―　

―

１６６

２２

　

�
３
３
１
７
‐
６
６
２
１　

３２

FAX

３
３
１
７
‐
６
６
２
０
） 

詳

細
は
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い

●
す
ぎ
な
み
環
境
賞 

選
考
委
員

　

「
す
ぎ
な
み
環
境
賞
」
は
、

環
境
問
題
に
貢
献
し
た
人
や
団

体
、
企
業
を
表
彰
す
る
こ
と
に

よ
り
、
杉
並
か
ら
環
境
を
よ
く

す
る
取
り
組
み
を
全
国
に
広
げ

て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

表
彰
式
は　

月
の
環
境
博
覧
会

１０

で
行
う
予
定
で
す
。

定申

時

（水）

場

申

問

他

　
 

区
内
在
住
の
方 

若
干
名

 

「
あ
な
た
の
考
え
る
ご
み
の

発
生
を
減
ら
す
取
り
組
み
」
に

つ
い
て
四
〇
〇
字
程
度
に
ま
と

め
た
作
文
に
、
住
所
・
氏
名

（
フ
リ
ガ
ナ
）・
年
齢
･
性
別
･

職
業
・
電
話
番
号
を
書
い
て
、

４
月　

日
（
消
印
有
効
）
ま
で

２８

に
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
清

掃
管
理
課
ご
み
減
量
担
当
へ 

同
担
当　

３
３
１
２
‐
２
３
０

FAX

６●
高
齢
者
住
宅 

生
活
相
談
員
（
嘱
託
員
）

　
 

高
齢
者
住
宅
（
区
営
・
区

立
高
齢
者
住
宅
お
よ
び
区
が
借

り
上
げ
た
ア
パ
ー
ト
）
の
居
室

を
訪
問
し
、
高
齢
者
の
生
活
上

の
相
談
に
応
じ
、
自
立
し
た
生

活
を
支
援
す
る
▽
勤
務
時
間
な

ど
＝
５
月
１
日
（
予
定
）
〜　
１８

年
３
月　

日
の
月
曜
〜
金
曜
、

３１

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

３０

１５

分
（
月
一
六
日
、
実
働
八
時
間

／
勤
務
状
況
に
応
じ
て
一
年
の

更
新
可
、
最
大
五
回
ま
で
）
▽

資
格
＝
高
齢
者
福
祉
に
理
解
と

熱
意
が
あ
る
、
心
身
と
も
に
健

康
な　

歳
〜　

歳
く
ら
い
ま
で

３０

５０

の
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方
①
社
会
福
祉
主
事
、

社
会
福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
の

資
格
（
資
格
取
得
見
込
み
を
含

む
）を
有
し
て
い
る
②
保
健
師
、

看
護
師
、准
看
護
師
の
資
格（
資

格
取
得
見
込
み
を
含
む
）
を
有

し
て
い
る
③
社
会
福
祉
施
設
な

ど
の
勤
務
経
験
が
あ
る
▽
報
酬

＝
月
額
一
九
万
円
以
上
（
年
齢

に
応
じ
て
加
算
あ
り
）
▽
選
考

方
法
＝
書
類
審
査
と
面
接
▽
そ

の
他
＝
健
康
保
険
、厚
生
年
金
、

雇
用
保
険
、
有
給
休
暇
あ
り
、

交
通
費
支
給 

若
干
名 

写
真

を
は
っ
た
履
歴
書
を
、
４
月　
１１

対

定

申

問

内

定

申

日
（
必
着
）
ま
で
に
住
宅
課

（
区
役
所
西
棟
五
階
）
へ
郵
送

ま
た
は
持
参 

住
宅
課
住
宅
運

営
係

●
�福
 

杉
並
区
社
会
福
祉
協
議
会 

看
護
職
員
（
正
職
員
）

　
 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
通
所
介

護
事
業
）
利
用
者
の
健
康
チ
ェ

ッ
ク
・
介
助
な
ど
▽
資
格
＝
看

護
師
・
准
看
護
師
で　

歳
ま
で

４０

の
方
▽
勤
務
場
所
＝
同
協
議
会

が
運
営
す
る
ふ
れ
あ
い
の
家
六

カ
所
▽
給
与
＝
同
法
人
規
定
に

よ
る
（
経
験
に
よ
り
決
定
）
▽

採
用
予
定
＝
５
月 

一
名 

電

話
連
絡
の
上
、
履
歴
書
を
郵
送

ま
た
は
直
接
、
杉
並
区
社
会
福

祉
協
議
会
総
務
課
（
〒　

‐
０

１６７

０
５
１
荻
窪
５
―　

―　

あ
ん

１５

１３

さ
ん
ぶ
る
荻
窪
五
階
）
へ 

同

課
�
５
３
４
７
‐
１
０
１
０

●
�福
 

杉
樹
会 

非
常
勤
調
理
補
助
職
員

　
 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
さ
ん
じ
ゅ
阿
佐
谷
」
利
用
者

の
食
事
の
調
理
補
助
業
務
▽
勤

務
時
間
な
ど
＝
木
〜
土
曜
の
午

後
０
時　

分
〜
６
時　

分
（
応

３０

３０

相
談
）
▽
資
格
な
ど
＝　

歳
く

５０

ら
い
ま
で
の
方
▽
時
給
＝
八
五

〇
円 

一
名 

履
歴
書
を
、
さ

ん
じ
ゅ
阿
佐
谷
（
阿
佐
谷
北
１

―
２
―
１
）
へ
持
参 

同
ホ
ー

ム
�
５
３
７
３
‐
３
９
１
１

問

内

定

申問

内
定

申

問

開催日と
会場

成人祝賀の
つどい

　杉並公会堂が改築中のた
め、平成１８年の「成人祝賀のつ
どい」は、「成人の日の前日」、
１月８日�に開催します。会
場は、中野サンプラザホール
（中野区中野４‐１‐１）です。
　 児童課子ども青少年係問

　

区
は
、
教
育
立
区
の
実
現
に

向
け
て
、
教
師
の
育
成
、
自
立

と
責
任
あ
る
学
校
づ
く
り
お
よ

び
地
域
の
教
育
力
の
充
実
を
教

育
改
革
の
柱
と
し
、「
意
欲
と
自

信
に
支
え
ら
れ
た
信
頼
で
き
る

人
」
を
育
て
る
た
め
の
教
育
を

推
進
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
一
環
と
し
て
、
済
美
教

育
研
究
所
を
『
済
美
教
育
セ
ン

タ
ー
』
と
名
称
を
変
更
し
、
次

の
五
つ
の
柱
を
中
心
に
学
校
の

経
営
な
ど
を
総
合
的
、
計
画
的

に
推
進
し
て
い
く
組
織
に
改
編

し
ま
す
。

①
教
職
員
の
資
質
・
指

導
力
の
向
上

　

研
修
事
業
を
一
元
化
し
、
教

職
員
の
資
質
お
よ
び
実
践
的
指

導
力
の
向
上
を
図
り
、
区
民
が

求
め
て
い
る
教
職
員
を
育
て
ま

す
。

②
学
校
力
の
向
上

　

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
一

層
推
進
す
る
た
め
に
、
外
部
評

価
に
よ
る
診
断
、
学
校
長
の
適

切
な
学
校
経
営
の
た
め
の
支
援

な
ど
を
行
い
、
家
庭
・
地
域
と

の
連
携
の
強
化
、
学
校
の
経
営

能
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

③
学
力
・
体
力
の
向
上

　

学
力
調
査
・
体
力
調
査
を
実

施
し
、
そ
の
分
析
に
基
づ
い
て

教
育
指
導
方
法
の
改
善
、
新
し

い
運
動
の
開
発
な
ど
を
進
め
、

子
ど
も
の
学
力
・
体
力
の
向
上

を
図
る
方
策
を
考
え
て
い
き
ま

す
。

④
不
登
校
へ
の
対
応
・

教
育
相
談
の
充
実

　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
事

業
、
適
応
指
導
教
室
等
の
不
登

校
へ
の
対
応
の
一
層
の
充
実
、

教
育
相
談
事
業
と
の
連
携
強
化

を
図
り
、「
こ
こ
ろ
」
と
「
か
ら

だ
」
を
大
切
に
し
た
教
育
環
境

を
整
え
ま
す
。

⑤
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー

の
充
実
（
教
育
情
報

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）

　

教
育
に
関
す
る
情
報
を
収
集

し
、
教
育
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
構
築
し
ま
す
。
教
育
の
こ
と

が
何
で
も
調
べ
ら
れ
る
区
の
教

育
の
拠
点
と
し
て
、
知
り
た
い

教
育
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま

す
。済美教育センター

〒１６６‐００１３堀ノ内２‐５‐２６
�３３１１‐００２１（代表）・FAX３３１１‐０４０２
�５３７８‐０９６１（教育相談専用）　　　
�３３１７‐１１８９・１１９０（電話相談専用）

【休館日】
土・日曜、祝日、１２月２９日～１月３日

４月１日から

済
美
教
育
研
究
所
が

済
美
教
育
セ
ン
タ
ー

済
美
教
育
セ
ン
タ
ー
へ
変
わ
り
ま
す

教
育
相
談

　

お
子
さ
ん
の
悩
み
や
心
配
ご

と
に
つ
い
て
、
保
護
者
、
本
人

お
よ
び
関
係
者
の
方
の
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
。

　

専
門
の
相
談
員
が
応
対
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

◇
来
所
相
談

　

面
接
に
よ
る
相
談
で
す
。
予

約
（
予
約
電
話
�
５
３
７
８
‐

０
９
６
１
）
し
て
お
越
し
く
だ

さ
い
。

◇
電
話
相
談

　

�
３
３
１
７
‐
１
１
８
９
・

１
１
９
０
で
相
談
で
き
ま
す
。

◇
出
張
相
談

　

井
草
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

（
下
井
草
５
―
７
―　

／
和
室

２２

か
ら
二
階
集
会
室
へ
変
更
）で
、

月
一
回
（
原
則
第
二
木
曜
日
）

相
談
員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す（
無
料
）。
前
日
ま
で
に
予
約

（
予
約
電
話
�
５
３
７
８
‐
０

９
６
１
）
し
て
お
越
し
く
だ
さ

い
。
当
日
会
場
で
も
受
け
付
け

ま
す
が
、
お
待
ち
い
た
だ
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

▽
４
月
の
出
張
教
育
相
談
室

　
 

４
月　

日 

午
前
９
時
〜

１４

正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時 

区

内
の
幼
児
・
小
中
学
生
の
保
護

者
お
よ
び
関
係
者

時

（木）

対

１・２月のご寄付
（敬称略・順不同）

【ＮＰＯ支援基金】匿名＝３，０００
円�匿名＝２００，０００円【福祉】�
ＩＢＬ＝１７２，５５７円�東京杉並
ロータリークラブ＝車いす５台

ありがとうございました
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杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

平成１７（２００５）年�月�日（金曜日）

１７年度区民健診 ･がん検診のお知らせ
区内にお住まいで、職場などに健(検)診の機会がない場合は、区民健診・各種がん検診を受けること
ができます。申込方法、対象年齢などは、下表をご覧ください。
※入院、加療中の場合は、受診することができません。

問い合わせは、杉並保健所健康推進課�３３９１‐１０１５

備　　　考費用受診場所受診期間
対象年齢

（１８年３月３１
日現在）

健（検）診
名

【申込締切】郵送受付＝誕生月前から受
診期間内必着、窓口受付＝受診期間内の
受診できる日まで 
◆申込みの必要がない方◆
誕生月の前月末に受診票を送ります。○１ 
６５歳の方○２ ６６歳以上と６４歳以下の方で、
１５年度以降の区民健診を受診した方

無料指定医療
機　　関

誕生月の１日～
末日（誕生月に
受診できなかっ
た場合は誕生月
の翌々月まで）

３０歳以上区民健診

該当する方には、８月下旬にお知らせし
ます。申込みは必要ありません。無料指定歯科

医療機関
９月１日～
１１月３０日

４０・５０・６０・
７０歳のみ

成人歯科
健　診

X線検査の集団検診。定員４０名。（広報す
ぎなみの毎月1日号に日程を掲載予定）
【申込締切】受診希望日の２週間前の火
曜日（必着）
【申込み先】杉並区医師会（下記参照）

１０００
円

杉並保健
所３階が
ん検診室

４月７日～１８年
３月２５日の木・
金・土曜日（祝日
などを除く）※
５月の実施日時
＝６日～２８日の
木・金・土曜日午
前９時～午前中

３５歳以上胃がん
検　診

【申込締切】（必着）第１回＝６月１０日（金）、
第２回＝７月８日（金）、最終締切＝８月１５
日（月）※各締切日の月末に受診票を郵送し
ます。

１０００
円指定医療

機　　関
７月１日～
９月３０日

３５歳以上肺がん
検　診

１０００
円５５歳以上喉頭がん

検　診
区民健診と同時に実施しています。(無料)
ご希望の方は、区民健診を受診する医療機関にお申し出ください｡３０歳以上大腸がん

検　診

【申込締切】毎週金曜日（必着）
※翌週に受診票を送付します。最終締切
日＝１８年２月１０日（金）（必着）

１０００
円指定医療

機　　関

４月１日～
１８年２月２８日

２０歳以上で
偶数年齢

子宮がん
検　診

１０００
円

４月２０日～
１８年２月２８日

４０歳以上で
偶数年齢

乳がん
検　診

※がん検診を受診する場合の費用は、受診する窓口でお支払いください。なお、生活保護世帯の方は、費用が
免除されますので、事前に健康推進課へお問い合わせください。（要申請）

◎子宮がん検診は２年に１度の実施（偶数年齢の方が対象）になりました
◎１７年度から前立腺がん検査が受けられます
　対象者は、５０・５５・６０・６５・７０歳の男性（４月１日～１８年３月３１日の間）で、区民健康診査を受
診する方です。検査のできる医療機関は、杉並区内の区民健康診査を実施しているところです。検
査費用のうち７００円が自己負担で、他は区が負担します。希望する方は、区民健康診査を受けるとき
に、医療機関でお申込みください。

申込方法（ハガキは健（検）診ごとに１人１枚。ただし乳がん、子宮がんは１枚で可）健（検）診名

【記入内容】○１ ○○健（検）診希望○２ 住所○３ 氏名（フリガナ）○４ 生年月日（年齢）○５ 性別
（乳がん、子宮がんは不要）○６ 電話番号
【あて先】〒１６７‐００５１荻窪５‐２０‐１杉並保健所健康推進課

区民健診
肺がん
喉頭がん
乳がん
子宮がん

【記入内容】○１ 胃がん検診希望○２ 住所○３ 氏名（フリガナ）○４ 生年月日（年齢）○５ 性別○６ 電
話番号○７ 受診希望日（第３希望まで）
【あて先】〒１６６‐０００４阿佐谷南３‐４８‐８杉並区医師会胃がん検診担当

胃がん

Ｈ
Ｉ
Ｖ
即
日
抗
体
検
査
・

相
談

　

杉
並
保
健
所
で
は
、
こ
れ
ま

で
平
日
に
実
施
し
て
い
た
Ｈ
Ｉ

Ｖ
（
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
）
抗
体

検
査
・
相
談
に
加
え
て
、
陰
性

で
あ
れ
ば
そ
の
日
に
結
果
が
で

る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
即
日
検
査
・
相
談
を

Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
人
権
・
情

報
セ
ン
タ
ー
」
と
の
協
働
で
始

め
ま
す
。

　
 

左
表
の
と
お
り
（
電
話
予

約
制
） 

杉
並
保
健
所（
荻
窪
５

―　

―
１
） 

①
匿
名
・
無
料
で

２０
実
施
し
ま
す
。
証
明
書
な
ど
の

発
行
は
し
ま
せ
ん
②
午
前
中
に

相
談
・
検
査
を
行
い
、
午
後
に

結
果
説
明
を
し
ま
す
。
陰
性
と

明
確
に
判
断
で
き
な
い
場
合
に

は
、
別
途
確
認
検
査
を
実
施
し

翌
週
土
曜
日
に
結
果
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
③
正
確
な
結
果
を
得

る
た
め
、
感
染
が
心
配
な
機
会

か
ら
三
カ
月
以
上
経
過
し
て
か

ら
受
け
て
く
だ
さ
い
④
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
は
必
ず
守
り
ま
す 

電

話
で
、
�
５
２
５
９
‐
０
３
３

０（
予
約
電
話
）へ
▽
受
付
時
間

＝
月
曜
〜
木
曜（
祝
日
を
除
く
）

午
後
１
時
〜
６
時 

保
健
予
防

課
�
３
３
９
１
‐
１
０
２
５

時

場

内

申

問

個
人
情
報
相
談
窓
口
を

開
設
し
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
個
人
情
報
保

護
法
が
全
面
施
行
さ
れ
、
一
定

以
上
の
個
人
情
報
を
持
つ
事
業

者
に
は
個
人
情
報
の
保
護
や
管

理
な
ど
が
法
令
上
義
務
づ
け
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
個
人
情
報
の
取
扱
い

に
関
す
る
苦
情
は
そ
の
事
業
者

に
申
し
出
る
ほ
か
に
、
地
方
公

共
団
体
の
相
談
窓
口
に
相
談
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

区
で
は
、
総
務
課
情
報
公
開

係
（
区
役
所
西
棟
二
階
）
に
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま
し
た
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
事
業

者
の
方
も
利
用
で
き
ま
す
。

　
 

総
務
課
情
報
公
開
係 

相

談
の
内
容
に
よ
り
、
消
費
者
相

談
な
ど
他
の
窓
口
を
ご
案
内
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す

地
価
公
示
価
格
の
閲
覧

　
　

年
１
月
１
日
現
在
の
区
内

１７
の
地
価
公
示
価
格
は
、
次
の
場

所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
 

都
市
計
画
課
（
区
役
所
西

棟
五
階
）、
区
政
資
料
室
（
西
棟

二
階
）、
区
民
事
務
所
･
分
室
、

駅
前
事
務
所
／
国
土
交
通
省
ホ

問

他

場

ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://to

c
h
i.

m
lit.g
o
.jp
/

で
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す 

都
市
計
画
課 

全
国

の
公
示
価
格
が
記
載
さ
れ
た
冊

子
は
、
４
月
下
旬
か
ら
閲
覧
で

き
る
予
定
で
す

４
月
１
日
か
ら
薬
局
な
ど

の
手
続
が
変
わ
り
ま
す

　

薬
局
、
薬
種
商
の
許
認
可
お

よ
び
管
理
医
療
機
器
の
販
売
・

賃
貸
業
の
届
出
な
ど
に
か
か
わ

る
一
一
業
務
が
都
か
ら
区
へ
移

譲
さ
れ
ま
し
た
。

　
 

生
活
衛
生
課
薬
事
担
当
�

３
３
９
１
‐
１
９
９
１

地
域
・
家
庭
文
庫
の 

活
動
を
援
助
し
ま
す

　

自
宅
な
ど
で
子
ど
も
た
ち
に

本
の
読
み
聞
か
せ
や
貸
し
出
し

を
無
償
で
行
っ
て
い
る
地
域
・

家
庭
文
庫
に
、
図
書
を
貸
し
出

し
ま
す
。

　
 

・ 

４
月　

日
ま
で
に
、

１５

中
央
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
係
（
荻

窪
３
―　

―　

�
３
３
９
１
‐

４０

２３

５
７
５
４
）
へ

　

年
度
住
宅
用
太
陽
光

１７発
電
設
置
補
助
事
業

　

環
境
に
負
荷
を
与
え
な
い
ま

問

他

問申

問

ち
づ
く
り
を
目
指
す
一
環
と
し

て
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
機
器
を
設
置
す
る
方
に
対

し
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

　
 

予
約
申
込
＝
４
月
１
日
か

ら
受
付
を
開
始
し
ま
す
。
事
前

に
環
境
課
へ
問
い
合
わ
せ
の

上
、
申
込
書
に
関
係
書
類
（
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
の　

年
度
予

１７

約
受
付
通
知
書
の
写
し
、
機
器

設
置
に
関
す
る
見
積
書
の
写

し
、
設
置
予
定
シ
ス
テ
ム
機
器

概
要
な
ど
）
を
添
え
て
環
境
課

（
区
役
所
西
棟
七
階
）
へ
持
参

（
郵
送
な
ど
は
不
可
）。申
込
書

は
同
課
で
配
布
す
る
ほ
か
、
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
り
出

内

せ
ま
す
▽
補
助
額
＝
機
器
設
置

経
費
の
四
分
の
一
（
上
限
三
〇

万
円
）
▽
協
力
依
頼
＝
売
電
量

お
よ
び
買
電
量
の
デ
ー
タ
の
提

供
そ
の
他
の
報
告
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す 

次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
す
方
①
自
ら
居
住
ま
た

は
居
住
予
定
の
区
内
の
住
宅
に

機
器
を
設
置
す
る
方
②
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
財
団
の　

年
度
補
助
を

１７

受
け
て
機
器
を
設
置
す
る
方
※

設
置
済
み
の
機
器
は
対
象
外 

五
〇
件
（
先
着
順
） 

環
境
課

計
画
係 

区
へ
予
約
申
込
す
る

前
に
、新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団（
�

５
２
７
５
‐
３
０
４
６
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジh

ttp
://w
w
w
.n
e

f.o
r.jp
/

）
に
対
し
て　

年
度

１７

対

定

問

他

補
助
制
度
の
申
込
手
続
き
が
必

要
で
す

　

年
度
介
護
保
険
料
の

１７通
知

◇
介
護
保
険
料
を
個
人
で
お
支

払
い
い
た
だ
い
て
い
る
方

（
普
通
徴
収
）

　

４
月
中
旬
に
保
険
料
額
（
４

月
〜
７
月
分
）
の
通
知
書
を
お

送
り
し
ま
す
。
８
月
以
降
の
保

険
料
額
に
つ
い
て
は
、
７
月
下

旬
に
通
知
し
ま
す
。

◇
介
護
保
険
料
を
年
金
か
ら
天

引
き
さ
れ
て
い
る
方
（
特
別

徴
収
）

　

４
月
、
６
月
、
８
月
に
年
金

か
ら
天
引
き
と
な
る
保
険
料
額

は
、
２
月
と
同
じ
金
額
に
な
り

ま
す
。
４
月
に
通
知
書
は
お
送

り
し
ま
せ
ん
。　

月
以
降
の
保

１０

険
料
額
に
つ
い
て
は
、
７
月
下

旬
に
通
知
し
ま
す
。

◇
普
通
徴
収
の
方
の
保
険
料
納

期
は
毎
月
月
末
で
す

　

納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際

に
給
付
制
限
を
受
け
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

☆

　
 

介
護
保
険
課
資
格
保
険
料

係建
物
の
耐
震
診
断
や
耐
震
改

修
に
つ
い
て
の
無
料
相
談
会

　
 

４
月　

日 

午
後
１
時
〜

２０

問時

（水）

４
時 

区
役
所
一
階
ロ
ビ
ー 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

図
面
な

ど
が
あ
る
場
合
は
お
持
ち
く
だ

さ
い

◇
建
物
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改

修
業
者
に
つ
い
て

　

最
近
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
や
耐
震
改
修
を
強
く
勧
め
る

業
者
が
い
ま
す
。

　

区
か
ら
依
頼
さ
れ
て
い
る
か

の
よ
う
に
勧
誘
し
て
い
る
事
例

も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
こ
う
し

た
業
者
は
区
と
は
一
切
関
係
あ

り
ま
せ
ん
。不
審
に
思
っ
た
ら
、

早
め
に
区
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

☆

　
 

建
築
課
監
察
・
防
災
係

場

申

他

問

〈ＨＩＶ抗体検査・相談日〉
予約
開始日

検査・
相談日

月
予約
開始日

検査・
相談日

月

３日（月）１５日１０４日（月）１６日４
１日（火）１９日１１２日（月）２１日５
１日（木）１７日１２１日（水）１８日６
４日（水）２１日１４日（月）１６日７
１日（水）１８日２１日（月）２０日８
１日（水）１８日３１日（木）１７日９

※検査・相談日は毎月第３土曜日。

※４月１日より、休日等夜間急病テレホンセンターにかわり、
　当番医のご案内も行います。
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●杉並区家庭婦人バレーボール大会
　 ４月２４日（日）午前９時～午後７時（区後援） 区立中学校 ＰＴＡ会員・区内
在住の家庭婦人（１７年協会登録チーム） １チーム４０００円 ・ 申込書を、４月
１３日（必着）までに大木秀子（〒１６６‐０００１阿佐谷北４‐１６‐８�３３３９‐０３０１）へ
郵送 代表者会議を４月１９日�午後６時から荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２）で開催

●卓球　○さ 教室番号０００３
　 ５月１０日～６月２８日の毎週火曜日、午後７時～９時（計８回） 大宮前体育
館 区内在住・在勤・在学で１６歳以上の方 ４０名（抽選） １６００円 往復ハガ
キ（３面記入例参照）に生年月日も書いて、４月１１日（必着）までに大宮前体育
館（〒１６８‐００８１宮前２‐１１‐１１）へ 同体育館�３３３４‐４６１８
●泳法別水泳（クロール・バタフライ）　○さ 教室番号０００９
　 ５月１８日～６月２２日の毎週水曜日、午後７時～９時（計６回） 高井戸温水
プール 区内在住・在勤・在学で１６歳以上の、クロールで２５ｍ以上泳げる方 ３０
名（抽選） ３０００円 往復ハガキ（３面記入例参照）に生年月日も書いて、４月
１６日（必着）までに高井戸温水プール（〒１６８‐００７２高井戸東３‐７‐５）へ 
同プール�３３３１‐８６５２
●バドミントン　○さ 教室番号００１４
　 ５月２０日～７月１５日の毎週金曜日、午後７時～９時（計８回） 荻窪体育館
 区内在住・在勤・在学で１６歳以上の方 ４０名（抽選） ２４００円 往復ハガキ
（３面記入例参照）に生年月日も書いて、４月１９日（必着）までに荻窪体育館（〒
１６７‐００５１荻窪３‐４７‐２）へ 同体育館�３２２０‐３３８１ 託児（３歳～就学前）あり
●フラダンス　○さ 教室番号００４１
　 ５月１６日～６月２０日の毎週月曜日、午前１１時～午後１時（計６回） 妙正寺
体育館 区内在住・在勤・在学で１６歳以上の初心者・初級者 ４０名（抽選） 
１０００円 往復ハガキ（３面記入例参照）に生年月日も書いて、４月１４日（必着）
までに妙正寺体育館（〒１６７‐００３３清水３‐２０‐１２）へ 同体育館�３３９９‐４２２４
●ヨガ　○さ 教室番号００４７
　 ５月２６日～７月７日の毎週木曜日、午後７時～９時（計６回） 荻窪体育館
 区内在住・在勤・在学で１６歳以上の方 ６０名（抽選） １０００円 往復ハガキ（３
面記入例参照）に生年月日も書いて、４月１９日（必着）までに荻窪体育館（〒１６７‐
００５１荻窪３‐４７‐２）へ 同体育館�３２２０‐３３８１ 託児（３歳～就学前）あり
●健康体操　○さ 教室番号００６１
　 ５月６日～６月１０日の毎週金曜日、午前１１時～午後１時（計６回） 高円寺
体育館 区内在住・在勤・在学の１６歳以上の方 ４０名（抽選） １０００円 往復
ハガキ（３面記入例参照）に生年月日も書いて、４月１２日（必着）までに高円寺
体育館（〒１６６‐０００３高円寺南２‐３６‐３１）へ 同体育館�３３１２‐０３１３ 託児
（３歳～就学前）あり。車やバイクでの来館はご遠慮ください
●ミニテニス　○さ 教室番号００６４
　 ５月１７日～６月２１日の毎週火曜日、午前１１時～午後１時（計６回） 上井草
スポーツセンター 区内在住・在勤・在学で１６歳以上の初心者・初級者 ４０名
（抽選） １３００円 往復ハガキ（３面記入例参照）に生年月日も書いて、４月１７
日（必着）までに上井草スポーツセンター（〒１６７‐００２３上井草３‐３４‐１）へ
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 同センター�３３９０‐５７０７ 託児（３歳～就学前）あり
●春季初心者ソフトテニス教室
　 ５月７日～６月２５日の毎週土曜日、午後３時～５時（予備日７月２日・９日
／計８回・区共催） 妙正寺体育館庭球場（清水３‐２０‐１２） 区内在住・在勤
の方 ３０名（抽選） ３０００円 往復ハガキ（３面記入例参照）に性別、経験年
数も書いて、４月２３日（必着）までに区ソフトテニス連盟・小島晃（〒１６６‐００１６
成田西３‐６‐４）へ 同連盟・小島�３３１２‐０３８５（午後７時～９時）
●小学生水泳
　 ５月７日～６月２５日の毎週土曜日、午前９時～１１時（計８回） 杉並第十小
学校温水プール 区内在住・在学の小学生 ８０名（抽選） １８００円 往復ハガ
キ（３面記入例参照）に生年月日も書いて、４月１１日（必着）までに杉並第十小
学校温水プール（〒１６６‐００１２和田３‐５５‐４９）へ 同プール�３３１８‐８７６３ 駐
車場はありません
●身体障害者水泳
　 ５月２１日～７月９日の毎週土曜日、午前１０時～正午（計８回） 高井戸温水
プール 区内在住・在勤・在学・通所で小学生以上の身体に障害がある方（原則
として保護者の付き添いが必要） ２０名（抽選） 無料 往復ハガキ（３面記
入例参照）に生年月日も書いて、４月１９日（必着）までに高井戸温水プール（〒
１６８‐００７２高井戸東３‐７‐５）へ 同プール�３３３１‐８６５２
●筋力アップ教室
　全身の筋力トレーニングを通して、いつまでも若々しく、健康でスリムな体型
を維持しませんか。
　 ５月１０日～７月２９日（毎週火曜日・金曜日）午前９時～１１時 上井草スポー
ツセンター・トレーニングルーム（上井草３‐３４‐１） 区内在住・在勤・在学
で、全課程参加できるおおむね４０歳以上の方（医師から運動を禁止されている方
はご遠慮ください） １６名（抽選） １万２０００円 往復ハガキ（３面記入例参
照）で、４月１２日（必着）までに（財）杉並区スポーツ振興財団（〒１６６‐０００４阿佐谷
南１‐１４‐２みなみ阿佐ケ谷ビル８階）へ 同財団�３３１２‐２１１１（区代表）
●競泳飛び込み講習会
　 ４月１３日（水）・２５日（月）いずれも午後７時～９時（受付は６時３０分～７時・区後
援） 高井戸温水プール（高井戸東３‐７‐５） 競泳におけるスタートとター
ンの練習 区水泳連盟指導員 区内在住・在勤・在学および在スイミングクラブ
の２５ｍ以上泳げる方 約５０名（先着順） 大人４００円、中学生以下２００円 当日、
直接会場へ 区水泳連盟・森田�５９３０‐７２８４
●いきいき健康アドバイス
　 ４月１７日（日）午前９時～午後６時 上井草スポーツセンター・トレーニングル
ーム（上井草３‐３４‐１） 区内在住・在勤・在学で１６歳以上の方 ２０組（個人
および２人組可） ４００円（入場料） ・ 電話で、希望受付時間（受付時間は
午前９時～２０分ごとに１組）を上井草スポーツセンター�３３９０‐５７０７へ（先着順）
 受付からアドバイス終了まで約１時間かかります
●高井戸温水プール　春のイベント
　 ・ ４月９日（土）午前９時～午後９時＝無料開放／１０日�午前９時～午後９時
＝無料開放、午後１時～２時＝アクアエクササイズ、午後２時～３時＝ワンポイ
ントレッスン、午後３時～４時＝ヌードル体験 高井戸温水プール（高井戸東３
‐７‐５） 区内在住・在勤・在学の方 無料 当日、直接会場へ 同プール
�３３３１‐８６５２

●「歩っ人（ほっと）マップ７」ができました
　神田川周辺の桜やグラウンドなどをめぐるコースを紹介しています。
　 配付場所＝区体育施設、区民事務所･分室、地域区民センター、区民集会所、
社会教育スポーツ課（区役所東棟６階） �杉並区スポーツ振興財団�５３０５‐６１６１
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競技大会

スポーツ教室　○さ …さざんかねっとで申し込みできます
http://www.yoyaku-sports.city.suginami.tokyo.jp/rasgiusr2/

※『さざんかねっと』はインターネットによる予約システムで、自宅のパソコ
ンや各施設に設置されているタッチパネル式パソコンから申し込みできます
（携帯電話は不可）。個人利用者登録（区内在住・在勤・在学の方）が必要で
す。申し込みは、４月１日午前８時３０分からハガキ締切日の翌日の午前０時ま
でです。定員を超えた場合は、初めて申し込んだ方を優先する場合があります。
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〈表１　高齢者入居支援制度　サービスの内容〉
費用など内　容名　称

保証期間＝２年間（更新ごと
に保証料が必要です）
保証料（利用者負担金）＝（月
額家賃＋共益費等）×３０％
※月額家賃と共益費等の合計
が５万円以下の場合、保証
料は一律１万５０００円となり
ます

保証人がいない方など
が民間保証会社と保証
委託契約を結び、滞納
した家賃や退去の際の
家財等の撤去費用を、
入居者に代わり民間保
証会社が一時的に立替
えます

家賃等債務
保証

利用者負担金＝無料
週１回、電話により入
居者の安否確認を行い
ます

見守りサー
ビス

利用者預託金＝７万円
※親族等が葬儀を行った場合
は、預託金を返還します

入居者が亡くなった場
合、葬儀を執り行い遺
骨の保管を行います

葬儀の実施

利用者預託金＝５万円
※親族等が撤去を行った場合
は、預託金を返還します

入居者が退去した場合、
残存家財などの撤去を
行います

残存家財等
撤去

〈表２　サービスの組み合わせ〉
サービスコース利用対象者

家賃等債務保証、
見守りサービスＡ

高齢者アパートあ
っせん制度の利用
決定者

家賃等債務保証、
見守りサービス、
葬儀の実施

Ｂ

見守りサービス、
葬儀の実施、残
存家財等撤去

Ｃ民間アパートにお
住まいの方
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The Association for Culture and Exchange of
Suginami (ACES) organizes various fun events in
which foreign residents are free to participate and
people from around the world, including Japanese,
enjoy friendly exchanges. Please join in!

Welcome Party
Let’s deepen the friendship between new foreign

and Japanese residents! Planned activities include
cooking curry rice and miso-flavored pork soup and
playing games.

You can also experience initial firefighting drills,
smoke-filled area evacuation drills, an earthquake
simulation vehicle, as well as learning how to sort
waste while enjoying the activities. Everyone is
invited to participate in this event.
Date and time: May 14 (Sat.), 10:30 a.m. to 2:30 p.m.
(Meet in front of Suginami City Hall at 10:00 a.m.)
Location: Zempukujigawa Green Park Ryokuin
Square (2-7 Naritahigashi)

Fee: ¥500

Japanese Conversation Class
Foreign residents can deepen friendly ties and

become more familiar with Japanese culture, cus-
toms and traditions through friendly conversation in
Japanese with Japanese.
Dates: Saturday afternoons from June 4 through
July 9
Location: Shokuin Kaikan (5-41-7 Naritahigashi)
Capacity: 40 foreign residents
Fee: ¥1,000 (for a total of six sessions)

International Exchange Salon
The Salon is located on the International

Exchange Floor (5F) of the ACES office. Please
stop by and enjoy free and open communication
with foreign and Japanese residents.
Hours: Mondays (except national holidays and
year-end/ New Year holidays), 1:30 to 4:30 p.m.

Fee: Free
Other: Food and drinks are permitted at the
International Exchange Salon. Please note that polit-
ical, religious or for-profit activities are prohibited.

ACES Counseling Services for Foreign
Residents

ACES offers free counseling on difficulties
encountered in everyday life.
Date and time: Fridays, 1:00 to 4:00 p.m.
Place: ACES
Languages: Japanese, English, Chinese and Korean 
How to apply: In person, by telephone or by letter
(mail or fax)
Fee: Free

To apply, or for more information on the above,
contact ACES, Minami-Asagaya Building 5F, 1-14-
2 Asagayaminami 166-0004.
Tel: 5378-8833   Fax: 5378-8844

Events Calendar (April through July)

This page provides information about the city in English for foreign residents living in Suginami City and appears regularly on Page 8 of this bulletin, published on the 1st
day of even-numbered months. The articles here were previously published in the Japanese newsletter Koho Suginami and other publications.
このページでは､杉並区に住む外国人の方に､英語で区の情報をお知らせしています(偶数月の1日号8ページに掲載)。なお､日本語版をご希望の方は広報課へ。

To improve library services, the number of days
the community libraries will be open will increase.
Accordingly, libraries will now close on the days
listed in the chart on the right.

If the day the library closes falls on a national
holiday, then it will be open from 9:00 a.m. to 5:00
p.m. on the national holiday and closed the follow-

ing day. (All libraries will be closed from
December 31 through January 4.)

In addition, there are inventory days when the
libraries are closed. Information will be available at
each library when those days are determined.

Inquiries: Suginami Central Library

Japanese Classes for Foreign Residents
Living in Suginami City

Basic conversation as well as reading and
writing will be taught.
Dates and time: Tuesdays and Fridays from
April 15 to July 1, 6:30 to 8:30 p.m. (20 class-
es). No class on April 29 (Fri), May 3 (Tue.)
and June 3 (Fri). 
Place: Sesión Suginami (1-22-32 Umezato)
Cost: ¥2,000 per month×3 (there is no tuition
fee for July; textbook fees are separate)
To apply: Send a two-way ofuku postcard with
the name of the class, your name, address, age
and phone number written on it to: Lifelong
Education Center (1-22-32 Umezato 166-0011)
by April 6 (must be received by this date).
Inquiries: Lifelong Education Center 
Tel: 3317-6621
Other: 1. Free babysitting is available (write
the name, age and sex of your child on the
application)
2. Interviews to determine applicants’ level of
ability will be conducted from April 12 (Tue.),
6:30 p.m.

< Suginami City Libraries Closed Days >

Libraries

Suginami Central Library (3-40-23 Ogikubo, Tel: 3391-5754)

Eifuku Library (4-25-7 Eifuku, Tel: 3322-7141)

Miyamae Library (5-5-27 Miyamae, Tel: 3333-5166)

Narita Library (3-28-5 Naritahigashi, Tel: 3317-0341)

Nishiogi Library (2-33-9 Nishiogikita, Tel: 3301-1670)

Shimoigusa Library (3-26-5 Shimoigusa, Tel: 3396-7999)

Kakinoki Library (1-6-13 Kamiigusa, Tel: 3394-3801)

Koenji Library (2-36-25 Koenjiminami, Tel: 3316-2421)

Asagaya Library (3-36-14 Asagayakita, Tel: 5373-1811)

Minamiogikubo Library (1-10-2 Minamiogikubo, Tel: 3335-7377)

Takaido Library (1-28-1 Takaidohigashi, Tel: 3290-3456)

Closed Days

1st Thursday of the month
3rd Thursday of the month

1st Monday of the month
3rd Thursday of the month

Note: Library hours are 9:00 a.m. to 8:00 p.m. However, on Sundays, national holidays and December 29 and 30, the library
hours are 9:00 a.m. to 5:00 p.m.

Garbage Disposal Procedures Will Change as of April 1 (Fri.)

(1) Take waste to the collection site by 7:30 a.m.
In response to the views expressed by many that

waste left on the street for long periods of time
detracts from the scenery and attracts crows, waste
collection will begin 30 minutes earlier than before
and efforts will be made to complete waste collec-
tion during the morning hours as much as possible.

Please take combustible and noncombustible
waste to the designated site by 7:30 a.m. (Please
dispose of recyclable resources by 8:00 a.m. as
usual.)

(2) Areas for the collection of plastic items will
be expanded.

During FY2005, collection will be conducted for
the areas listed in the chart on the right.
Collection day: Recyclable Resource Day
Items collected: Plastic containers and wrapping
Disposal procedures: Place items in a transparent
or semi-transparent bag, and take it to the recy-
clable resources collection site.
Inquiries: Public Sanitation Planning Subsection,
Public Sanitation Management Section

Collection Day

Monday

Tuesday

Wednesday

Thursday

Friday

Saturday

Collection Area
Sanya Town Council area (limited to the dis-
tricts where collection was implemented last
year), Imagawa 1- and 2-chome, Mabashikita
Resident Association area, Koenjikita 4-chome
Naritahigashi 1- and 2-chome, Izumi 4-chome
Shoanhigashi Town Council area, Shoan 3-
chome, Hamadayama 3- and 4-chome
Igusa 1- and 2-chome, Wada 1-chome
Asagayakita 5- and 6-chome, Horinouchiminami
Town Council area, Horinouchi 2-chome

Miyamae 2- and 3-chome, Eifuku 3- and 4-
chome

< Collection Days/Areas for Plastic Items >

Starting from April, Suginami City Libraries
Will Become Even Easier To Use
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No. 1715       April 1 (Friday), 2005  
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